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平成２０年度 豊岡市成人式平成２０年度　豊岡市成人式

１，１，００５２人が大人の仲間入り５２人が大人の仲間入り

　１月１１日、平成２０年度豊岡市成人式を市民会館で開催しました。雪が積もる中、新
成人対象者１，０５２人（男性５２７人、女性５２５人）のうち、８５５人（男性４３７人、女性４１８人）
が、スーツや振り袖姿などで参加し、決意を新たにしました。
　式典では、中貝市長などがお祝いのことばを述べるとともに、新成人を代表して、
植田貴裕さんと神田優美さんが誓いのことばを述べました。
　また、式典後には、成人式実行委員会の主催により、シンガーソングライターの普
天間かおりさんのコンサートが行われ、２０歳の門出に華を添えました。

《問合せ》生涯学習課人権・社会教育係�２３－０３４１

▲式典では、新成人に中貝市長などか
ら祝福と激励のことばが贈られた

▲中貝市長に誓いのことばを述べる
新成人代表の２人

▲式典後に、久しぶりに会った友達と
記念撮影する新成人
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一
昨
年
、
テ
レ
ビ
で
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ヒ
ナ
の
誕
生
か
ら
巣
立
ち
ま

で
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
放
送
さ
れ
た

際
、私
が
歌
う「
守
り
た
い
も
の
」

が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
起
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
縁
で
、
昨

年
７
月
に
豊
岡
で
行
わ
れ
た
ヒ
ナ

巣
立
ち
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

ラ
イ
ブ
を
行
い
、
ま
た
こ
う
し
て

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
ご
縁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
人
の
先
輩
と
し
て
立

派
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た

だ
私
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

自
分
と
つ
な
が
っ
て
い
る
人
や
も

の
た
ち
、
例
え
ば
、
ふ
る
さ
と
沖

縄
や
家
族
だ
っ
た
り
、
支
え
て
く

れ
る
友
人
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
す

ぐ
そ
ば
に
い
る
人
に
対
し
て
、
あ

り
が
と
う
や
ご
め
ん
な
さ
い
な
ど
、

そ
う
い
う
気
持
ち
を
い
つ
で
も
素

直
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
で
い

た
い
な
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
き
な
こ
と
を
す
ぐ

に
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け

ど
、
自
分
の
目
の
前
に
あ
る
目
標

を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

こ
と
で
、
気
が
付
い
た
ら
、
ず
っ

と
前
に
夢
見
て
い
た
大
き
な
山
の

頂
に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
人
と
比
べ
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
、

一
人
一
つ
の
人
生
・
命
で
す
か
ら
、

た
と
え
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
と

き
で
も
、
負
け
ず
に
こ
の
豊
か
な

ふ
る
さ
と
豊
岡
の
こ
と
を
思
っ
て
、

悔
い
の
な
い
よ
う
に
、
大
切
に
楽

し
み
な
が
ら
、
前
を
向
い
て
し
っ

か
り
と
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
幸
多
い
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

普天間かおり 

素直な気持ちで 
一つひとつ 

悔いのないように 

（シンガーソングライター） 

　

成
人
式
で
司
会
を
務
め
、
緊
張

し
ま
し
た
が
無
事
に
式
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
成

人
と
い
う
実
感
が
わ
い
て
き
ま
せ

ん
が
、
春
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、

大
好
き
な
但
馬
で
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

式
典
の
司
会
を
務
め
た

飯
田
美
由
紀
さ
ん（
日
高
町
岩
中
）

　

皆
さ
ん
の
協
力
で
無
事
に
成
人

式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

委
員
長
・
司
会
と
い
う
大
役
は
、

自
分
に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。　

歳
に
な
っ
た
実
感
は

２０

な
い
で
す
が
、
社
会
人
の
一
員
と

し
て
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

成
人
式
実
行
委
員
長
（
司
会
）

奥
西
建
太
さ
ん（
日
高
町
上
石
）

　
　

歳
に
な
っ
た
こ
と
で
、
生
活

２０
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
、

成
人
と
し
て
の
自
由
と
そ
れ
に
伴

う
責
任
を
常
に
頭
に
お
い
て
、
一

歩
一
歩
、
着
実
に
行
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

神
田
優
美
さ
ん（
竹
野
町
竹
野
）

　

成
人
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
か
ら

は
、
次
の
世
代
を
担
う
責
任
を

負
っ
て
い
る
の
で
、
心
を
豊
か
に

し
、
将
来
へ
の
希
望
が
持
て
る
社

会
に
な
る
よ
う
、豊
岡
人
と
し
て
、

誇
り
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

植
田
貴
裕
さ
ん（
福
田
）

　

成
人
式
を
迎
え
て
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
社
会
人

の
一
員
と
し
て
、
今
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
夢
や
目
標
を
持
ち

一
日
一
日
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

代
表
し
て
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

�
岡
百
合
恵
さ
ん（
竹
野
町
下
塚
）

　

成
人
式
を
迎
え
、
春
か
ら
は
就

職
し
ま
す
。
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
親
や
友
人
な
ど
の
多
く
の

方
々
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

そ
し
て
、
早
く
一
人
前
に
な
り
、

恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。

代
表
し
て
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

水
田
裕
樹
さ
ん（
竹
野
町
切
濱
）

▲成人式で「守りた
いもの」などを歌
う普天間さん
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◆
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
！

　

申
告
書
は
、
所
得
証
明
書
、
老

齢
福
祉
年
金
、
福
祉
医
療
（
老
人

医
療
等
）・
児
童
手
当
の
給
付
、
保

育
所
の
入
所
や
市
営
住
宅
入
居
な

ど
の
手
続
き
に
必
要
な
資
料
と
な

り
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
、
こ
れ

ら
に
関
係

す
る
諸
証

明
書
が
発

行
で
き
ま

せ
ん
の
で
、

期
限
内
に

申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑

を
忘
れ
ず
に
！

　

相
談
に
お
越
し
に
な
る
前
に

「
平
成　

年
度
市
県
民
税
申
告
の

２１

て
び
き
」
を
よ
く
読
み
、
帳
簿
な

ど
は
必
ず
整
理
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
来
庁
時
に
は
、
申
告
者
本

人
が
申
告
書
に
記
入
作
成
の
上
、

必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑
を

必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
帳
簿
の
整

理
が
で
き
て
い
な
い
場
合
や
必
要

書
類
が
な
い
場
合
は
、
相
談
を
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月　

日
の
申
告
期
限

１６

間
近
や
市
役
所
で
の
申
告
相
談
は

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
目
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
所
得
税
・
消
費
税

の
申
告
を
す
る
方
は
他
会
場
（
税

務
署
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
な
ど
）
で

の
申
告
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
の
必
要
な
方

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
、

２１

豊
岡
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成　
２０

年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
は
申
告

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
な
い
場
合
、「
低
所
得
者
軽

減
」
に
該
当
し
て
も
そ
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
の
ほ
か
に
所

得
の
あ
る
方
、
２
カ
所
以
上
か
ら

給
与
所
得
の
あ
る
方
、
ま
た
は
、

雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
付

金
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
あ
る
方

※
収
入
が
公
的
年

金
の
み
の
方
は
、

申
告
不
要
の
場

合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
、

税
務
課
市
民
税
係
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

７５対
象
者

　

税
法
上
、
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
を
算
定
す
る
上

で
、
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
、
市
民
課
国
保
医
療
係

�　

－

９
０
６
１
へ
問
い

２１
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
県
民
税
申
告
書（
兼

国
民
健
康
保
険
税
申
告

書
）の
配
付

　

昨
年
、
市
県
民
税
申
告

書
の
提
出
が
あ
り
、
今
年

も
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
１
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　

平
成　

年
分
所
得
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成　

年
１
月

２０

２０

１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
１
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
の
上
、

１２

３１

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
対
象
は
、所
得
税
、個
人
事
業
税
、市
県

民
税
、国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
申
告
相
談
会
場
お
よ
び
時
間
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、事
業
規
模
の
大
き
い
方（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
３
０
０
万

円
を
超
え
る
方
）や
不
動
産
な
ど
の
譲
渡
所
得
、住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
あ
る
方
、青
色
申
告
を
す
る
方
は
、税
務
署
で
相
談
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係
�　

－

９
０
４
５

２１

税 税 
の
申
告
時
期
で
す 

【
期
間
】
2
月
１６
日（
月
）〜
3
月
１６
日（
月
） 

申
告
は
正
し
く
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！！

所得税の確定申告をする。 

国民健康保険加入世帯である。 

年の途中で退職などの異動がある。 

給与または公的年金以外 
に所得がある。 ※ただし、不 

　要の場合も 
　ありますの 
　で、詳細は 
　問い合わせ 
　ください。 給与または公的年金を２カ 

所以上からもらっている。 

給与などの年末調整の内容 
に変更がある。 

申告書を 
提出して 
ください 

申告書の提出 
は必要ありま 
せん。 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい いいえ 

いいえ 

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

■申告書提出の有無
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税の申告

※◎印は所得税の確定申告、●印は税理士による所得税の確定申告、○印は市県民税・国民健康保
険税の申告（所得税の申告も可）を行います。都合の良い日時・会場を利用ください。
※豊岡税務署は、駐車場に限りがありますので、お越しの際はできるだけ公共交通機関を利用ください。

※市県民税・国民健康保険税の申告相談会場の午前の受付は１１時３０分までですが、人数制限をして
いますので、早めに終了する場合があります（夜間相談・休日相談も人数制限します）。
※市役所本庁に申告相談で来庁した方は、市役所駐車場が無料になります（相談会場受付で駐車券
を提示してください）。

申告相談会場・時間一覧表

相談時間
（　）は受付時間
１２：００～１３：００の間
相談は行っていません

３　月２　月月　日

申告相談会場

１６１３１２１１１０９６５４３２２７２６２５２４２３２０１９１８１７１６

月金木水火月金木水火月金木水火月金木水火月

９：００～１７：００◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎豊岡税務署 1 階

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
市役所本庁西別館
城崎総合支所

日高農村環境改善センター

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○竹野総合支所

（９：００～１５：３０）○○竹野南地区公民館

（９：００～１５：３０）○中竹野地区公民館

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
出石総合支所

（９：３０～１６：００）●●

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
但東総合支所

（９：３０～１６：００）●●

（９：００～１５：３０）○資母地区公民館

（９：００～１５：３０）○高橋地区公民館

（９：３０～１６：００）●●●●●●●じばさん但馬 6 階

（９：３０～１６：００）●瀬戸公民館

（９：３０～１６：００）●竹野町商工会館

（９：３０～１６：００）●●●●●ワークピア日高

■夜間相談 ■休日相談

相談会場受付時間月日

市役所本庁西別館、城崎総
合支所、日高農村環境改善
センター、出石総合支所、
但東総合支所

１８：００～２０：００

２月２０日
（金）

竹野南地区公民館
２月２７日
（金）

市役所本庁西別館、竹野総
合支所、日高農村環境改善
センター

３月６日
（金）

相談会場受付時間月日

市役所本庁西別館、城崎総
合支所、竹野総合支所、日
高農村環境改善センター、
出石総合支所、但東総合支
所

８：３０～１１：３０
３月１日
（日）



6広報とよおか　2009.1.25

平
成
２１
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る 

  
個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容 

く
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る　

歳
以
上
の
方

６５

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
、
特
別
徴

収
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
等
給
付
額
の
年

額
が　

万
円
未
満
の
方

１８

・
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が

老
齢
基
礎
年
金
等
給
付
額
の
年

額
を
超
え
る
方

◆
対
象
税
額

　

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
所
得
に

対
す
る
個
人
市
県
民
税
の
所
得
割

額
と
均
等
割
額

※
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
る
給
与

所
得
が
あ
る
方

は
、
均
等
割
額

は
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年

金
、
退
職
共
済
年
金
な
ど

◆
実
施
時
期

　
　

月
支
給
分
か
ら

１０

　
「
ふ
る
さ

と
に
貢
献
し

た
い
」「
ふ
る

さ
と
を
応
援

し
た
い
」
と

い
う
納
税
者

の
思
い
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道

府
県
・
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
付

金
控
除
が
抜
本
的
に
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

◆
制
度
の
概
要

　

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
し
、

平
成　

年
１
月
１
日
以
後
に
行
わ

２０

れ
た
寄
付
金
の
う
ち
、
寄
付
金
額

の
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
個
人
市
県
民
税
所
得
割
の
お

お
む
ね
１
割
を
上
限
に
寄
付
金
税

額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
控
除
は
、
寄
付
を
し
た
翌
年

度
の
個
人
市
県
民
税
か
ら
と
な
り

　

税
源
移

譲
に
伴
っ

て
、
平
成

　

年
分
以

１９降
の
所
得

税
の
住
宅

借
入
金
等

特
別
控
除

に
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
生
じ
た

場
合
は
、
平
成　

年
度
以
降
の
個

２０

人
市
県
民
税
か
ら
、
所
得
税
で
控

除
し
き
れ
な
い
額
を
控
除
す
る
制

度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

昨
年
と
同
様
に
今
年
も
申
告
書
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者

・
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
末
ま

１１

１８

で
に
入
居
し
た
方

※
減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の

申
告
期
限
（
平
成　

年
３
月　

２１

１６

日
）
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
ま
で
、
納
付
書
や
口
座
振
替

で
支
払
っ
て
い
た
公
的
年
金
に
係

る
個
人
市
県
民
税
は
、
今
後
の
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
公
的
年
金

受
給
者
の
納
税
の
便
宜
を
図
る
た

め
に
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収（
天
引
き
）制
度
を
導
入
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

公
的
年
金
に
係
る
個
人
市
県
民

税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、
４
月

１
日
現
在
で
国
民
年
金
法
に
基
づ

公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
の
導
入

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
よ
る

寄
付
金
控
除
の
改
正

住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
申
告

ま
す
。

◆
対
象
者

　

個
人
市
県
民
税（
所
得
割
）の
納

税
義
務
の
あ
る
方

◆
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
地

方
公
共
団
体
の
範
囲

　

す
べ
て
の
都
道
府
県
・
市
区
町

村
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
控
除
率

　

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付

金
の
う
ち
、
５
千
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
、
次
の
①
と
②
の
合

計
額
が
個
人
市
県
民
税（
所
得
割
）

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

①（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄

付
金－

５
千
円
）
×　

％
１０

②（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄

付
金－

５
千
円
）
×
（　

％－

９０

所
得
税
の
限
界
税
率
）

※
②
の
額
に
つ
い
て
は
、
個
人
市

県
民
税（
所
得
割
）の
１
割
が
上

限
と
な
り
ま
す
。

※
②
の
所
得
税
の
限
界
税
率
と
は
、

寄
付
を
し
た
方
に
適
用
さ
れ
る

所
得
税
の
税
率
の
こ
と
で
、
所

得
に
応
じ
て
５
〜　

％
と
な
り

４０

ま
す
。

◆
控
除
対
象
限
度
額

　

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付

金
と
そ
れ
以
外
の
寄
付
金
を
合
わ

せ
て
、
総
所
得
金
額
な
ど
の　

％
３０

が
上
限
に
な
り
ま
す
。
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平
成
２０
年
分
農
業
所
得
申
告 

税の申告

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
の
配
付

　

昨
年
、
申
告
書
を
提
出
し
た
方

で
税
額
控
除
を
受
け
た
方
に
は
、

１
月
中
旬
に
郵
送
で
申
告
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

前
記
以
外
で
必
要
な
方
は
、
税

務
課
市
民
税
係
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
の
窓
口
で
配
付
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
年
末
調
整
を

受
け
る
給
与
所
得
者
で
確
定
申
告

を
し
な
い
方
と
、
確
定
申
告
を
す

る
方
で
は
申
告
書
の
様
式
が
異
な

り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
書
の
提
出
先

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

…
税
務
署

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い

方
…
市
役
所
（
源
泉
徴
収
票
を

添
付
）

　

平
成　

年
分
農
業
所
得
は
、
収

２０

支
計
算
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
以
外
に
給
与
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
各
種
所

得
を
合
算
し
て
市
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
を
す
る
際
の
土
地
改

良
費
に
つ
い
て
は
、
賦
課
金
が　
１０

ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
以
上
の
場

合
は
、
賦
課
金
に
含
ま
れ
て
い
る

永
久
資
産
相
当
分
が
必
要
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
賦
課
金
が
１
万
円
以
上

の
左
表
の
土
地
改
良
区
な
ど
に
つ

い
て
は
、
控
除
額
を
次
の
と
お
り

算
出
し
ま
し
た
の
で
、
収
支
計
算

を
す
る
際
に
、
控
除
額
を
土
地
改

良
費
の
必
要
経
費
と
し
て
計
上
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
な
い
土
地
改

良
区
な
ど
の
賦
課
金
は
、　

ア
ー

１０

ル
当
た
り
１
万
円
未
満
の
た
め
、

支
払
っ
た
賦
課
金
額
を
必
要
経
費

と
し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い
（
城

崎
、
竹
野
、
但
東
地
域
に
は
、
１

農
業
所
得
申
告

万
円
以
上
の
土
地
改
良
区
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
領
収

書
な
ど
は
必
ず
７
年
間
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

税
制
改
正

に
よ
り
、
平

成　

年
４
月

１９
１
日
以
降
に

取
得
し
た
農

業
･
営
業
･

不
動
産
所
得
な
ど
に
関
す
る
減
価

償
却
資
産
は
、
耐
用
年
数
経
過
時

点
に
「
残
存
簿
価
１
円
」
ま
で
償

却
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
３
月　

日
以

１９

３１

前
に
取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
も
、

償
却
可
能
限
度
額
に
達
し
た
翌
年

か
ら
「
残
存
簿
価
１
円
」
に
な
る

ま
で
５
年
間

の
均
等
償
却

が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
農
業
所
得
の
収
支
計

算
を
手
助
け
す
る
「
農
業
所
得
収

支
計
算
ソ
フ
ト
」
を
添
付
し
て
い

ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

減
価
償
却
費
の
計
算
方
法

■土地改良費控除額（１０アール当たり）

控除額名　　　称地域

１５，４５９円一般分
中佐土地改良区

豊岡

１３，４４８円特別分

１２，３４９円中郷土地改良区

１４，８６０円ほ場（田）
新田井堰土地改良区

１２，１３０円ほ場（畑）

２０，５５４円新田東部土地改良区

１２，０２４円一般分福田工区福江土地改良区

２４，２２０円一般分
森津土地改良区

１８，５２７円特別分

３４，８２０円八幡土地改良区

１３，１６６円国府平野土地改良区日高

１０，６３１円室見台土地改良区

出石
２０，４２１円中川土地改良区

１３，７３５円出石北土地改良区

１０，０１８円見性寺土地改良総合整備事業

※新田井堰土地改良区の経常分（一般会計分）は、領収書な
どで確認し、別途経費に算入してください。また、福江土
地改良区の福田工区一般分には、水利費２，７２０円が含まれ
ています。
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市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
平
性

と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
市
の

職
員
数
や
給
与
の
状
況
に
つ
い
て

公
表
を
行
い
ま
す
。

　

人
事
関
係
で
は
、
職
員
数
や
休

暇
、
福
利
厚
生
な
ど
の
状
況
に
つ

い
て
、
給
与
関
係
で
は
、
普
通
会

計
（
水
道
・
下
水
道
事
業
な
ど
の

特
別
会
計
を
除
く
）
に
属
す
る
職

員
の
給
与
と
各
種
手
当
の
状
況
お

よ
び
市
長
な
ど
特
別
職
の
報
酬
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
職
員
課

　

�　

－

１
３
２
６

２３ 市
の
職
員
数
や
給
与
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

人事関係

（１）　採用と退職 （平成１９年度）

退職採用職　　種身分上の職名

１７人４人一般事務職

行政職員

１人１人介 護 職

８人－保 育 士

２人－土木技術職

１人１人保 健 師

１人－医 師

５人３人消 防 職消防吏員

５人－幼稚園教諭教　　員

５人－技 能 職技能職員

１人－労 務 職労務職員

４６人９人合　　　　計

１．職員の任免および職員数の状況
（３）　部門別職員数の状況

対前年
増減数

職員数
区　　分部　　門

２０年度１９年度
△　４人３８３人３８７人一般管理

一般行政 △　８人２０４人２１２人福 祉
△１２人５８７人５９９人小 計
△　３人１９０人１９３人教 育

特別行政 －１２８人１２８人消 防
△　３人３１８人３２１人小 計
△　７人３３人４０人水 道

公営企業
等会計　

△　５人２８人３３人下 水 道
２人５２人５０人そ の 他

△１０人１１３人１２３人小 計
△２５人１，０１８人１，０４３人合　　　　計

※地方公共団体定員管理調査による職員数で教育長を含む。
※いずれの年度とも４月１日現在の数値。

２．職員の勤務時間その他勤務条件の状況
（１）　基本的な勤務時間
職員の勤務時間は、１日８時間、１週間４０時間です。 （平成２０年４月１日現在）

休　憩　時　間勤　務　時　間区　　　分

勤務時間中において１時間午前８時３０分～午後５時３０分一般の職員

（２）　昇任と降任 （平成１９年度）

降　任昇　任区　　　分

－４人部 長 級 以 上

０人９人課 長 級

０人１９人課 長 補 佐 級

０人２６人係 長 級

０人－主 任 以 下

０人５８人合　　　　計

※昇任とは、現在の職より上位の職に任用されること、降
任とは、現在の職より下位の職に任用されることです。

（４）　定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要

２２年度
１７～２２の
数値目標

人数（進捗率）
区　　分

２０年度１７年度

５５１人△　９０人
５８７人　

（６０．０％）
６４１人
（－）　

一般行政

３１７人１７人
３１７人　

（１００．０％）
３００人
（－）　

特別行政

１０３人△　３１人
１１３人　

（６７．７％）
１３４人
（－）　

公営企業
等会計　

９７１人△１０４人
１，０１７人　
（５５．８％）

１，０７５人
（－）　

合　　計

※（３）部門別職員数の状況と比較した場合、教育長は対象外にな
ります。

※行政改革大綱に基づく平成１９年４月の組織改革（こども部門の
統一など）により、計画の見直しを行っています。
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（１）　分限処分の状況
　分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故障
のために職務の遂行に支障がある場合や長期休養を
要する場合などに、公務能率の維持を目的として、降任、
免職、休職、降給させる不利益処分のことをいいます。

（２）　懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、
職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合、全体
の奉仕者としてふさわしくない非行のあった場合に免職、
停職、減給、戒告となる不利益処分をいいます。

（平成１９年度）

降給休職免職降任種　　類
０件６件０件０件処分件数

（１）　研修 （平成１９年度）

（平成１９年度）

免職停職減給戒告種　　類
０件０件２件２件処分件数

受講者数派遣先・内容など種別
３人自治大学校

派遣
研修

１０８人兵庫県自治協会（パソコン・実務研修ほか）

４２人兵庫県自治研修所（管理職員・監督職員研修ほか）

１３８人但馬広域行政事務組合（中堅・新任職員研修ほか）

８人全国市町村国際文化研修所（国際交流基礎ほか）

２人人と未来防災センター（災害対策）

１５４人メンタルヘルス研修（一般職員、管理・監督職員対象）

庁内
研修

１１６人接遇研修

１８６人勤務評定者研修（管理・監督職員対象）

４８人人権研修

２５人通信教育（地方行政実務コースほか）自主
研修 １０人自主研修支援事業

８４０人合　　　　計

３．職員の分限および懲戒処分の状況

４．職員の研修および勤務成績の評定の状況

内　　　　　　　　　　　容種　　類
心身の疲労を回復させ、労働力の維持培養を図ることを目的とし、職員が請求したときに付与される休暇　１年度につき２０日以内年次有給休暇

負傷または疾病の療養のため勤務することができない職員に対し、医師の証明などに基づ
き、必要最小限度の期間について認められる休暇　１２０日以内病 気 休 暇

職員が要介護者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合における無給の休暇　連続する６カ月の期間内介 護 休 暇
職員団体の業務に従事する場合に認められる無給の休暇　１年度につき３０日以内組 合 休 暇
特別な事情により職員が勤務しないことが相当である場合に認められる休暇

特 別 休 暇

５日の範囲内の期間結婚休暇
必要と認める時間妊娠中または出産後の通院休暇
・出産予定日の 8週間前の日から出産まで
・出産の日の翌日から8週間を経過する日まで　

の範囲内の期間分べん休暇

２日の範囲内の期間配偶者出産休暇
７日の範囲内の期間男性職員の育児参加休暇
続柄に応じた範囲内の期間忌引休暇
５日の範囲内の期間夏季休暇

育児休暇、子の看護休暇、生理休暇、父母の祭し休暇、ボラン
ティア休暇、骨髄提供休暇、長期勤続休暇その他

（２）　休暇 （平成２０年４月１日現在）

（２）　勤務成績の評定の状況
　現在、適切な人事管理を行うとともに、職員の意
欲向上など人材育成を目的として、適正かつ公平な
勤務評定を行うため、管理・監督職を対象とした勤
務評定者研修を実施するなど、その制度の確立に向
けて準備を進めています。　　　（平成１９年度実施）

発生件数項　　目

１３件公務災害

　１件通勤災害

（２）　公務災害の状況
　職員が、公務上の災害または通勤上の災害を受け
た場合は、その災害によって生じた身体的損害に対
する経済的補填があります。　　　　（平成１９年度）

（１）　職員の福利厚生の状況 （平成１９年度）

内　　　　容区　分

定期健康診断、成人病健診、腰痛健診
などの健康診断・検査および破傷風、
Ｂ型肝炎の予防接種を実施

健康管理

兵庫県市町村職員共済組合または公
立学校共済組合による実施

共済制度

兵庫県町村職員互助会または兵庫県
学校厚生会による実施

互助会制度

５．職員の福利などの状況

（３）　年次有給休暇の取得状況
（平成１９年度）

（４）　育児休業の取得状況 　育児休業とは、職員が３歳に満
たない子を養育するために休業
することができる制度です。育児
休業期間中は、給与は支給されま
せん。

（平成１９年度）

１４人
平成１９年度に新規に育児休業
を取得した者

６人平成１８年から引続いている者

８，８７０日総取得日数
１，０４３人対象職員数
８．５日平均取得日数
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６．職員の競争試験および選考の状況
（１）　職員採用試験の実施状況 （平成１９年度）

競争倍率採用者数受験者数職　種
２６．８倍４人１０７人一般事務職

１２．３倍６人７４人
保 育 士 ・
幼稚園教諭

７．０倍２人１４人保 健 師
１１．０倍１人１１人管理栄養士
５．２倍５人２６人消 防 職

７．公平委員会の報告事項
（１）　勤務条件に関する措置要求の状況
　（平成１９年度）
　措置要求、処理などなし

（２）　不利益処分に関する不服申立ての状況
　（平成１９年度）
　不服申立て、処理などなし

給与関係
８．職員の給与等の状況
（１）　人件費の状況（普通会計決算） （平成１９年度）

９０，０１６人平成２０年３月３１日住民基本台帳人口

４５，２７８，３３２千円歳出額（Ａ）

６６９，９７６千円実質収支

８，８１８，７７４千円人件費（Ｂ）

１９．５％人件費率（Ｂ /Ａ）

※人件費には、市長などの給与、議員、各種委員会委員に支
給される報酬などを含みます。
※普通会計は、一般会計と診療所事業特別会計を合計したも
のです。
※住民基本台帳人口には、外国人を含みます。

（５）　職員の初任給の状況 （平成２０年４月１日現在）

国豊岡市区　　　分

１７２，２００円１７８，８００円大学卒
一般行政職

１４０，１００円１４４，５００円高校卒

１３７，２００円１４１，９００円高校卒
技　能　職

１２９，２００円１５歳～１７歳は
基準なし　　中学卒

－１３７，２００円高校卒
労　務　職

－１２５，４００円中学卒

（６）　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成２０年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分

３３１，８００円３０３，０００円２６６，２００円大学卒一般　
行政職 ３０３，０００円２６６，２００円２１２，７００円高校卒

２７５，８００円２３５，２００円１９７，８００円高校卒技能　
労務職 ２５７，０００円２１７，８００円１７６，７００円中学卒

※経験年数は、卒業後、直ちに採用されて勤務している場合
の年数です。

※職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表の級区分で
す。

※標準的な職務の内容は、それぞれの級に該当する職員の代
表的な職名です。

（７）　一般行政職の級別職員数の状況（普通会計）
（平成２０年４月１日現在）

４級３級２級１級区　分
課長補佐、
主幹、相当
の経験を
必要とす
る係長

係長、主査、
主任

経験を必
要とする
主事

主事
標準的な
職務の内容

１０３人２９５人４４人１１人職員数
１８．６％５３．４％８．０％２．０％構成比

合　計

７級６級５級区　分

部長、部参
事、総合支
所長

部次長、相
当の経験
を必要と
する課長、
参事

課長、
参事

標準的な
職務の内容

５３３人２０人１９人６１人職員数
１００．０％３．６％３．４％１１．０％構成比

（２）　職員給与費の状況（普通会計決算）（平成１９年度）

９１９人平成１９年４月１日職員数（Ａ）

３，６４７，７５５千円給　料

給 与 費
６９７，１４４千円職員手当

１，４８７，２０６千円期末・勤勉手当

５，８３２，１０５千円計（Ｂ）

６，３４６千円１人当たり給与費（Ｂ /Ａ）

※職員手当には、退職手当は含みません。

（３）　職員の平均給料月額および平均年齢
（平成２０年４月１日現在）

国豊岡市区　　　分

４１．１歳４３．９歳年　齢
一般行政職

３２５，１１３円３３８，２００円給料月額

４８．９歳４６．５歳年　齢
技能労務職

２８４，６７９円３０７，０４９円給料月額

※一般行政職とは、行政職員（事務・技術）であり、技能労務
職とは、自動車運転手、用務員などをいいます。

（４）　ラスパイレス指数の状況

１９年度区　分

　９５．９一般行政職

１１１．８技能労務職

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした
ときの本市職員の給与水準を算定した指数です。
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（８）　職員手当の状況
ア．期末勤勉手当 ２２，６８６千円豊岡市

④ 1人当たり平均支給額

※平成１９年度に退職した職員の平均額です。
（平成２０年４月１日現在）

国豊岡市
区　分

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

０．７５月分１．４０月分０．７５月分１．４０月分６月期

０．７５月分１．６０月分０．７５月分１．６０月分１２月期

１．５０月分３．００月分１．５０月分３．００月分計

職制上の段階、職務の級などによる加算
措置あり

加算措置
の有無　

イ．退職手当

（平成２０年４月１日現在）

国豊岡市
区　分

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

３０．５５月分２３．５０月分３０．５５月分２３．５０月分勤続２０年

４１．３４月分３３．５０月分４１．３４月分３３．５０月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分５９．２８月分４７．５０月分勤続３５年

５９．２８月分最高限度月数

①支給率

国豊岡市
定年前早期退職（２～２０％加算）

②その他の加算措置

国豊岡市
なし

③退職時特別昇給

（９）　特別職の報酬などの状況 （平成２０年４月１日現在）

支給月数区　　　　分月　額区　　　　分

計４．５０月分
２．１５月分
２．３５月分

６月期
１２月期

市　長

期末手当

９１６，０００円市　長

給　料 副市長７４４，０００円副市長

収入役６６３，０００円収入役

議　長４７４，０００円議　長

報　酬 副議長３８７，０００円副議長

議　員３６４，０００円議　員

カ．扶養手当・住居手当・通勤手当
（平成２０年４月１日現在）

異なる場合の内容国の制度との異同主な内容区　分

－同じ

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額１３，０００円）
　②ａ満２２歳以下の子および孫
　　ｂ満６０歳以上の父母、祖父母
　　ｃ満２２歳以下の弟妹
　　月額６，５００円で、１６歳から２２歳までの子は１人につき
　　５，０００円加算
　　職員に配偶者がない場合は、その内１人は月額１１，０００円

扶養手当

国は持ち家につき
新築・購入から５年
間のみ２，５００円　

一部異なる
借家の家賃支払者または持ち家の世帯主
　　ａ借　家（月額２７，０００円まで）
　　ｂ持ち家（月額３，５００円）

住居手当

交通用具利用者
の距離区分およ
び手当額

一部異なる
通勤距離２ｋｍ以上の者
　　ａ交通機関の利用者（月額５５，０００円まで）
　　ｂ交通用具の利用者（月額１，６００円から３２，０００円まで）

通勤手当

ウ．地域手当

　平成１８年度から各地域の民間賃金水準などに応じ
て支給される地域手当は、国の給与制度に創設され
ましたが、豊岡市域は非支給地となっており、本市
の給与制度には、当該手当は設けていません。

２８２，１７３千円支給総額

４１０千円職員１人当たり支給年額

※数字には、休日勤務手当も含まれています。

（平成１９年度）
エ．時間外勤務手当（普通会計決算）

オ．特殊勤務手当（普通会計決算）
（平成１９年度）

２０．１％職員全体に占める手当支給職員の割合

１１，１６１円支給対象職員１人当たり平均支給月額

１４手当の種類（手当数）

医師手当支給額の多い手当
代表的な　
手当の名称 夜間特殊業務手

当（消防職員）　
多くの職員に支給
されている手当　

※教育委員会等行政委員会を除く
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り
ま
す
）

・　

歳
以
上
の
方
（
就
業
中
の
方

７５は
、
職
場
健
診
を
優
先
的
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
治
療
中
の

方
は
、
健
診
の

受
診
に
つ
い
て

か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
く

だ
さ
い
）

●
が
ん
検
診
は
医
療
保
険
に
関
係

な
く
受
診
で
き
ま
す

　

肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

子
宮 
頚  
部 
が
ん
・
乳
が
ん
な
ど
の

け
い 
ぶ

が
ん
検
診
は
、　

歳
以
上
の
方
が

２０

対
象
で
す（
た
だ
し
、検
診
種
別
に

よ
り
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す
）。

●
必
ず
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

◆
２
月
下
旬
に
過
去
３
年
間
の
受

診
者
、豊
岡
市
国
保
加
入
者（　
４０

〜　

歳
）、平
成　

年
度　

歳
到

７４

２１

４０

達
者
に
申
込
書

を
送
り
ま
す
。

前
記
以
外
で
希

望
の
方
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
民
総
合
健
診
が
、
昨
年
度
か
ら
「
医
療
保
険
者
」

が
「
生
活
習
慣
病
予
防
と
保
健
指
導
を
行
う
た
め
」
の
健
診
「
す
こ

や
か
市
民
ド
ッ
ク
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
に
影
響
す
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」
に
着
目
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
健
診
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
�　

－

1
1
２
７
、
市
民
課
国
保
医
療
係

２４

　

�　

－

９
０
６
１
ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

２１

◆
健
診
の
時
期
は
、
５
月
〜　

月
１１

の
期
間
と
な
り
、
午
前
の
部
と

午
後
の
部
が
あ
り
ま
す
。

◆
健
診
受
診
日
時
と
会
場
は
、
後

日
、
申
込
者
に
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

●
健
診
会
場
・
内
容

◆
一
度
の
受
診
で
、
全
身
の
検
査

が
で
き
る
体
制
に
な
り
ま
し
た

（
腹
部
超
音
波
検
査
も
導
入
。歯

周
病
検
診
や
女

性
の
が
ん
検
診

も
会
場
や
時
間

に
よ
っ
て
は
、

同
日
に
受
診
で

き
ま
す
）。

●
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
（
女
性
の
み

受
診
で
き
る
日
）
が
あ
り
ま
す

◆
基
本
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
と

同
時
に
、
子
宮
頚
部
が
ん
・
乳

が
ん
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が

受
診
で
き
る
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す（
一
部
実

施
で
き
な
い
地

域
や
会
場
が
あ

り
ま
す
）。

◆
女
性
の
が
ん
検
診
（
子
宮
頚
部

が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
）
も

同
時
期（
２
月
下
旬
）に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
乳
が
ん
検
診
の
視
触
診
は
、
す

こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
と
は
別
日

の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
「
女

性
の
が
ん
検
診
」
の
申
込
方
法

は
、
申
込
書
発
送
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
個
別
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク

　

基
本
健
診
は
、
す
こ
や
か
市
民

ド
ッ
ク
以
外
に
も
登
録
医
療
機
関

で
の
個
別
健
診
や
公
立
病
院
の
人

間
ド
ッ
ク（
が
ん
検
診
含
む
）で
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
願
い

　

事
前
の
申
込
み
や
健
診
日
時
の

指
定
な
ど
に
よ
り
、
待
ち
時
間
の

少
な
い
快
適
で
内
容
の
充
実
し
た

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
ま
す
。
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
広
報
２
月　

日
号

１０

と
一
緒
に
配
布
す
る
「
す
こ
や
か

市
民
ド
ッ
ク
の
ご
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平成２１年度 

「
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」
 

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

あなたは、どこで健診を受ける？ 

まずは、自分の医療保険証の発行者を確認しましょう！ 

20～39歳 
（医療保険証 
の種別は問い 
ません） 

40～74歳 
豊岡市国民健康保険 
加入者ですか？ 

はい ◆市の基本健 
　診を受けま 
　しょう。就 
　業中の方は、 
　職場健診を 
　優先的に受 
　診しましょ 
　う。 

75歳以上 
◆市の基本健診 
　を受けましょう。 
　（ただし、糖尿 
　病や高血圧な 
　どで治療中の 
　方は、健診の 
　受診について 
　かかりつけの 
　医師に相談し 
　ましょう） 

◆市の基本 
　健診を受 
　けましょ 
　う。 

いいえ 
◆「基本健診」 
　は、あなた 
　が加入して 
　いる医療保 
　険のもとで 
　受診しましょ 
　う。 

あなたの年齢は？ 

※医療保険に関係なく「すこやか市民ドック」で受診できます。 
　なお、検診種別により対象年齢が異なります。 

基本健診 

がん検診 
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
２
月　

日（
土
）は

１４

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
２
月
２
日（
月
）・
９
日（
月
）・

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

１６

２３

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

・
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

・
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
は
、
国
内
在
住
の　
２０

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方

６０

が
加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、

加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
に
よ
り
、

年
金
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
る
と
い
う
「
世
代
間
扶

養
」
の
仕
組
み
を
採
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
加
入
者
の
こ
と
を
被

保
険
者
と
言
い
、
職
業
な
ど
に
よ

り
次
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

◆
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
、
農
林
漁
業
者
、
学
生
、

無
職
な
ど
の
方
が
対
象
で
す
。
加

入
手
続
き
は
、
市
民
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生

活
課
の
窓
口
で
し

て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
は
、
被
保
険

者
が
納
め
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
会
社
員
・
公

務
員
な
ど
が
対
象
で
す
。
加
入
手

続
き
は
、勤
務
先
が
行
い
、保
険
料

は
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済

組
合
加
入
者
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
が
対
象
で
す
。
加
入

手
続
き
は
、
勤
務
先
が
行
い
、
保

険
料
を
納
め
た
と
同
じ
扱
い
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
被
扶
養
配
偶
者

が　

歳
に
な
っ
た
と
き

２０
も
、
勤
務
先
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

就
職
や
離
職
、
結
婚
な
ど
「
人

生
の
転
機
」
に
は
、
国
民
年
金
の

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
漏
れ

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

老
後
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
だ

け
が
公
的
年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
の
時
の
た
め
の
「
障
害
基

礎
年
金
」
や
「
遺
族
基
礎
年
金
」

も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い

な
か
っ
た
り
、
免
除
や
猶
予
、
学

生
納
付
特
例
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
と
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
免
除
な
ど
の
手
続
き
を
行
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歳
は

２０国
民
年
金
に
加
入
す
る
年
齢
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
に

は
、
毎
月
納
め
る
方
法
と
、
６
カ

月
分
や
１
年
分
を
一
括
し
て
前
払

い
で
納
め
る
方
法（
一
括
前
納
）が

あ
り
ま
す
。

　

前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
、
毎

月
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
割
引

き
に
な
り
お
得
で
す
。
ま
た
、
口

座
振
替
に
よ
り
前
納
す
る
と
、
さ

ら
に
割
引
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

◆
前
納
に
よ
る
割
引
額

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
や
割
引

２１

額
は
未
定
の
た
め
、
平
成　

年
度

２０

の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
口
座
振
替
で
前
納
す
る
場
合

▽
申
込
先　

金
融
機
関
の
窓
口
ま

た
は
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

※
口
座
振
替
申
込
用
紙
は
、
年
金

担
当
窓
口
に
も
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

▽
申
込
期
間　

２
月
２
日（
月
）〜

　

日（
金
）

２７
②
現
金
で
前
納
す
る
場
合

　

４
月
上
旬
に
届
く
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

▽
支
払
期
限　

４
月　

日（
木
）

３０

※
現
金
払
い
の
場
合
、
希
望
に
よ

り
任
意
の
月
（
既
に
経
過
し
た

月
を
除
く
）
分

か
ら
年
度
末
ま

で
の
保
険
料
を

前
納
（
割
引
あ

り
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

専
用
の
納
付
書
が
必
要
で
す
の

で
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
随
時

受
付
中
）。

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
お
得
で
す

年
金
・
納
付
相
談
会
開
催

▽
日
時　

２
月
４
日（
水
）午
前

　

時
〜
午
後
４
時

１０
▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー　

２
階　

７
号
室

■前納保険料額と割引額（平成２０年度）
１年分６カ月分１カ月分納付方法

１７２，９２０円８６，４６０円１４，４１０円
現金支払
（月々）

１６９，８５０円

【３，０７０円】

８５，７６０円

【７００円】
　　

現金支払
（前納）
【割引額】

１６９，３００円

【３，６２０円】

８５，４８０円

【９８０円】

１４，３６０円

【５０円】

口座振替
（前納）
【割引額】
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願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
や
Ｋ
Ｔ
Ｒ
（
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）、路
線
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
も

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
の
公
共
交
通
機

関
を
維
持
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政

策
係
�　

－

１
７
１
２

２３

し
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
現
在
利
用
し

て
い
る
方
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全

体
で
積
極
的
な
バ
ス
の
利
用
を
お

　

市
で
は
、
昨
年　

月
１
日
か
ら

１０

市
営
バ
ス
「
イ
ナ
カ
ー
」
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
幼
稚
園

や
小
中
学
校
、
高
校
へ
の
通
園
通

学
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
交
通

手
段
と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
市
営
バ
ス
「
イ
ナ
カ
ー
」

は
、
現
在
、
実
証
運
行
を
し
て
お

り
、
今
後
、
路
線
維
持
に
関
す
る

市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え

て
、
路
線
ご
と
に
評
価
し
、
必
要

に
応
じ
て
運
行
計
画
を
見
直
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
証
運
行
後
も
継
続
し
て
運
行

▲市営バス ｢イナカー ｣（河野辺
線・但東町平田）

市営バス「イナカー」の利用状況
（平成２０年１０月１日～１２月３１日）

１便当たり利用者数（人）利用者数（人）
路線名

計通園通学一般計通園通学一般

２．５７１．７７０．８１１，７１９１，１８０５３９気比三原線

０．１３－０．１３４６－４６宇日日和山線

１．７７－１．７７９６４－９６４赤石線

４．８２３．８２１．００４，５３８３，５９６９４２竹野海岸線

２．１７１．０７１．１０２，２０１１，０８３１，１１８竹野三原線

２．２７１．２０１．０７２，３０２１，２１６１，０８６床瀬線

１．５３－１．５３１，４８３－１，４８３三方線

１．１８－１．１８４３３－４３３八代線

２．２５２．０４０．２２８２５７４５８０奥山線

０．２０－０．２０７４－７４奥小野線

５．９１５．７３０．１７３，９６４３，８４８１１６天谷佐々木線

７．０２５．５９１．４３８，１２０６，４６４１，６５６河野辺線

０．１５－０．１５５８－５８合橋資母高橋線

３．０３２．０５０．９７２６，７２７１８，１３２８，５９５計
※一般利用者は、幼稚園・小中学校への通園通学者を除いた利用者です。
※一般利用者の利用状況で路線を評価します。

　

市
で
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
促
進

し
、
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る

た
め
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

既
に
、
防
災
行
政
無
線
放
送
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
１
月　

日
の

１３

国（
経
済
産
業
省
）の
補
助
制
度
の

受
付
開
始
と
合
わ
せ
て
、
市
の
補

助
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

国
の
制
度
（
太
陽
電
池
出
力
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
７
万
円
）
と

併
用
す
る
と
、
最
大
で
太
陽
電
池

出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り　

万
１２

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

環
境
政
策
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会
社

と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る

方（
申
込
み
時
に
未
着
工
の
方
）

▽
補
助
金
額　

太
陽
電
池
出
力
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
５
万
円

（
限
度
額　

万
円
）

２０

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

▽
申
込
方
法　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課

ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
環
境
政
策
係

　

�　

－

９
０
１
７
ま
た
は
各
総

２１
合
支
所
市
民
生
活
課

《
国
の
制
度
の
申
込
み
・
問
合
せ
》

　

財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造

協
会（
〒
６
５
４
‐
０
０
３
７　

神
戸
市
須
磨
区
行
平
町
３
‐
１
‐

　

）
３１

　

�
０
７
８－

７
３
５－

２
７
３
８

　
　

０
７
８－

７
３
５－

２
２
９
２

ＦＡＸ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.heaa

‐salon.or.jp
住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用
太太太太太太太太太太太太太
陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
光光光光光光光光光光光光光
発発発発発発発発発発発発発
電電電電電電電電電電電電電
シシシシシシシシシシシシシ
ススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテ
ムムムムムムムムムムムムム
ののののののののののののの

設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置
ををををををををををををを
支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援
ししししししししししししし
ままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすす

－

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

5
万
円（
限
度
額　

万
円
）－

２０
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山
陰
海
岸
国
立
公
園
は
、
山
地

が
直
接
、
日
本
海
に
接
す
る
所
が

多
く
、
断
崖
、
洞
門
、
小
島
な
ど

が
発
達
す
る
岩
石
海
岸
と
、
河
川

と
海
水
に
よ
る
砂
質
海
岸
と
を
繰

り
返
す
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
形

作
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
但
馬
海
岸
か
ら
少
し
南

下
す
る
と
、 
氷
ノ  
山  
後
山  
那  
岐  
山 

ひ
ょ
う
の 
せ
ん 
う
し
ろ
や
ま 

な 

ぎ 

さ
ん

国
定
公
園
に
属
す
る
氷
ノ
山
、 
扇 

お
う
ぎ

 
ノ  
山 
、
神
鍋
山
な
ど
の
火
山
地
形

の 

せ
ん

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
球
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
私
た
ち

に
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
景
観
を
作
っ
た
大
地

の
動
き
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
目
的
で
も
あ
り
、
但

馬
の
自
然
を
保
護
・
保
全
し
、
産

業
や
教
育
に
活
用
し
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

▲淀の洞門（竹野町切濱）

シリーズ 2 日本列島の生い立ち（前編） 
　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神
鍋高原などを中心としたエリアを、｢山陰海岸ジオパーク｣として、
世界ジオパークネットワークへの登録を目指しています。このジ
オパークについて、北但層群化石研究会代表の三木武行さんに、
シリーズで紹介していただいています。 

《問合せ》観光課�21-9016

　

私
た
ち
の
大
地（
日
本
列
島
）

を
形
成
し
て
い
る
岩
盤
は
、
数

億
年
か
か
っ
て
大
陸
の
一
部
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
プ

レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
地
震
や
火
山
活
動
を

発
生
さ
せ
、
大
陸
か
ら
運
ば
れ

た
土
砂
と
遠
海
で
生
成
し
た
サ

ン
ゴ
礁
や
チ
ャ
ー
ト（
石
英
か

ら
な
る
ち
密
で
硬
い
堆
積
岩
。

放
散
虫
な
ど
の
遺
骸
を
多
く
含

む
）
が
、
海
溝
部
で
混
合
さ
れ
、

大
陸
側
に
次
々
に
付
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
海
溝
に
並
行
し

て
帯
状
に
大
陸
が
成
長
し
た
の

で
す
。

　

や
が
て
大
陸
の
端
の
部
分
は
、

火
山
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
カ

ル
デ
ラ
（
火
山
の
噴
火
後
に
火

口
部
に
陥
没
し
た
円
形
の
大
き

な
く
ぼ
地
）
に
な
っ
た
り
、
引

き
裂
か
れ
た
り
し
て
湖
や
海
が

で
き
ま
す
。

　

但
馬
は
、
こ
の
岩
盤
の
上
に

火
山
岩
や
堆
積
岩
の
地
層（
北

但
層
群
や 
照  
来 
層
群
）が
堆
積

て
ら 

ぎ

し
た
地
域
な
の
で
す
。

　

岩
石
、
化
石
、
鉱
物
の
種
類

や
分
布
、
放
射
性
物
質
に
よ
る

岩
石
の
年
代
測
定
、
古
地
磁
気

に
よ
る
プ
レ
ー
ト
の
移
動
な
ど

の
証
拠
を
丹
念
に
調
べ
る
中
で
、

日
本
列
島
形
成
の
シ
ナ
リ
オ
が
次

の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
で
火
山
活

動
や
地
殻
変
動
が
盛
ん
に
な
り
、

大
陸
の
縁
が
割
れ
始
め
ま
す
。
そ

う
し
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
や
陥
没

し
た
く
ぼ
地
を
埋
め
る
よ
う
に
、

土
石
流
や
溶
岩
、
火
山 
砕  
屑  
物 
が

さ
い 
せ
つ 
ぶ
つ

堆
積
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
北
但
層

群
の
高
柳
層
や
八
鹿
層
で
す
（
地

層
は
詳
し
く
調
べ
ら
れ
た
地
域
の

名
前
が
付
け
ら
れ
る
）。

　

近
年
で
は
、
竹
野
、
香
住
、
村

岡
の
八
鹿
層
が
分
布
す
る
地
層
か

ら
大
型
ほ
乳
類
の
ゾ
ウ
や
サ
イ
の

足
跡
化
石
や
淡
水
性
の
貝
化
石
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

三郡山口帯 
舞鶴帯 丹波帯 

飛騨帯 

領家帯 

三波川帯 
秩父帯 

四万十帯 

中央構造線中央構造線
 

糸
魚
川
静
岡
構
造
線

糸
魚
川
静
岡
構
造
線 

中央構造線
 

糸
魚
川
　
静
岡
構
造
線 

海溝部では、チャートと土砂が 
混合され大陸端に付加される 

海溝 チャート 

海面 

火山 

マントル 

海洋プレート 

マグ
マ・
地震
の発
生 

大陸プレート 大陸プレート 

…カルデラ 

海洋プレート 

海溝 海溝 

大陸プレート 

淡水湖 淡水湖 

▲日本列島の基盤

▲大陸端の断面

▲約２５００万年前

約
2
7
0
0
〜
2
0
0
0
万
年
前

（
新
生
代
中
新
世
初
期
）
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【　

月
】

１２
　

日
・
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

１７

（
案
）市
民
説
明
会（
日
高

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

　

日：

出
石
総
合
支
所
、

１８
　

日：

但
東
総
合
支
所
）

２１

　

日
・
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚

２０

園
・
保
育
所
の
あ
り
方「
答

申
内
容
説
明
会
」（
市
民
会

館
・
日
高
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、　

日：

城
崎
・

２１

竹
野
総
合
支
所
、１
月　
１０

日：

但
東
総
合
支
所
・
出

石
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）

　

日
・
フ
ク
ノ
ハ
ナ
米
粉
レ
シ
ピ
コ

２１

ン
テ
ス
ト
実
物
審
査
会

　

日
・
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策

２４

定

　
　

・
豊
岡
市
政　

大
ニ
ュ
ー
ス

１０

発
表

　

日
・
港
歩
道
橋
渡
り
初
め
式

２６
　
　

・
市
役
所
仕
事
納
め
式

【
１
月
】

４
日
・
但
東
消
防
団
出
初
式

５
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　

・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

６
日
・
城
崎
消
防
団
出
初
式

　

日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
出

１０

初
式

　

日
・
豊
岡
・
竹
野
・
出
石
消
防

１１

団
出
初
式

　
　

・
豊
岡
市
成
人
式

　
　

月
６
日
、
大
学
院
生
に
よ
る

12
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
学
術
研

究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
学
術
研
究
奨
励
補
助
制
度
」
を

設
け
、
大
学
生
・
大
学
院
生
が
行

う
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
基
本

テ
ー
マ
と
し
た
調
査
・
研
究
活
動

を
支
援
し
、
市
内
で
研
究
成
果
発

表
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

出
石
地
域
の
田
ん
ぼ
を
主
な
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
た
採
餌
行
動
に
関
す
る

研
究
成
果
を
、
２
人
の
学
生
が
昼

は
豊
岡
駅
通
商
店
街
の
サ
ン
ス
ト

く
ら
ぶ
、夜
は
出
石
総
合
支
所
と
、

港
歩
道
橋
渡
り
初
め
式

地
域
住
民
待
望
の
港
歩
道
橋
が
完
成

大
学
院
生
に
よ
る
学
術
研
究
発
表
会
を
開
催

学
生
の
意
欲
的
な
研
究
発
表
に
興
味
津
々

２
会
場
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

武
田
広
子
さ
ん
（
東
邦
大
学
大

学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
２
回

生
）
は
、「
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
採

食
生
態
」
と
し
て
、
１
日
の
行
動

時
間
の
約
半
分
を
採
餌
に
あ
て
、

う
ち　

％
は
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

65

を
食
べ
て
い
た
と
い
う
研
究
報
告

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
田　

了
さ
ん
（
兵
庫

県
立
大
学
大
学
院
環
境
人
間
学
研

究
科
修
士
課
程
１
回
生
）
は
、「
豊

岡
市
で
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

と
ア
オ
サ
ギ
・
ダ
イ
サ
ギ
の
採
餌

行
動
の
比
較
」
と
し
て
、
主
に
ク

チ
バ
シ
の
触
覚
で
餌
を
確
認
す
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
比
べ
、
視
覚
で
確

認
す
る
サ
ギ
の
方
が
捕
食
率
が
高

く
、
条
件
に
よ
っ
て
そ
の
優
劣
は

変
化
す
る
と
い
う
研
究
報
告
を
し
、

来
場
者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
度
補
助
対

20

象
研
究
の
途
中
経
過
発
表
も
合
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
に
よ
り
平
成　

年
か
ら
着
工

１６

さ
れ
て
い
た
港
歩
道
橋
（
港
大
橋

の
歩
道
橋
）
工
事
が
、　

月　

日

１２

２６

に
完
成
し
、
渡
り
初
め
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

円
山
川
河
口
に
架
か
る
港
大
橋

は
、
豊
岡
地
域
の
港
東
地
区
と
港

西
地
区
を
つ
な
ぐ
重
要
な
幹
線
道

路
で
す
。
昭
和　

年
に
架
橋
し
ま

４２

し
た
が
、
歩
道
が
な
く
、
橋
の
幅

員
が
狭
い
た
め
、
交
通
量
の
増
加

に
伴
い
、
歩
行
者
や
自
転
車
通
学

生
が
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
が

非
常
に
高
く
、
歩
道
橋
の
整
備
が

切
実
な
願
い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

渡
り
初
め
式
で
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
後
、
港
大
橋
単
独
歩
道

橋
建
設
促
進
委
員
会
委
員
長
を
は

じ
め
と
す
る
式
典
参
列
者
が
、
気

比
側
か
ら
小
島
側
ま
で
歩
い
て
渡

り
初
め
を
し
ま
し
た
。

　

降
雪
に
よ
り
さ
ら
に
道
幅
が
狭

く
な
る
時
期
を
前
に
念
願
の
歩
道

橋
が
完
成
し
、
住
民
の
喜
び
は
ひ

と
し
お
で
し
た
。

▲渡り初め式でテープカット
をする関係者

▲研究発表をする前田さん（左）
と武田さん

　

市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
市
民
検

討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
検
討

結
果
報
告
書
を
尊
重
し
た
上
で
、

豊
岡
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
、　

月
初
旬
か

１２

ら
ハ
ガ
キ
な
ど
に
よ
る
意
見
募
集

お
よ
び
市
内
６
会
場
で
の
市
民
説

明
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市

議
会
と
の
意
見
交
換
・
調
整
を
行

い
、　

月　

日「
豊
岡
市
新
庁
舎
建

１２

２４

設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
基
本
構
想
を
具
体
化
さ

せ
た
豊
岡
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
を
３
月
末
ま
で
に
策
定
し
、
来

年
度
か
ら
は
、
基
本
設
計
を
行
う

予
定
で
す
。

豊
岡
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
策
定

市
民
検
討
委
員
会
の
報
告
書
を
尊
重
し
現
在
地
で
整
備
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Ｎ
ス
ペ
顛
末
記 

て
ん 

ま
つ 

き 

円
山
川
流
域
が「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」に
選
定

日
本
の
美
し
い「
里
」円
山
川
流
域
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

昨
年　

月
１
日
、
豊
岡
市
幼
保

１２

対
策
審
議
会
か
ら
将
来
の
豊
岡
市

に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ

り
方
に
か
か
る
答
申
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
内
容
に
つ
い

て
、　

月　

日
か
ら
１
月　

日
に

１２

２０

１０

か
け
て
、
市
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
市
内
６
地
域
で
開

催
し
、
合
計
で
２
６
５
人
の
出
席

者
が
あ
り
、
認
定
こ
ど
も
園
に
関

す
る
質
問
や
、
通
園
対
策
、
園
児

と
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
多

く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
、
審
議
会
の
答

申
内
容
を
基
に
、
こ
れ
ら
の
意
見

や
要
望
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
、
今
年
８
月

ご
ろ
を
め
ど
に
、「
幼
稚
園
と
保
育

所
の
あ
り
方
の
計
画
」
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
の
計
画
策
定
の
段
階

で
、
あ
ら
た
め
て
市
民
説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

　

朝
日
新
聞
創
刊
１
３
０
周
年
と

森
林
文
化
協
会
創
立　

周
年
記
念

３０

事
業
と
し
て
選
定
が
進
め
ら
れ
て

き
た
「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」。

そ
の
１
つ
に
豊
岡
市
の
円
山
川
流

域
が
選
定
さ
れ
、
１
月
６
日
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、「
里
」
の
大
切
さ

を
見
つ
め
直
し
、
未
来
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
人
々
の
暮
ら
し
に

よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
健
や
か
で

美
し
い
里
１
０
０
カ
所
を
選
ぶ
も

の
で
、【
１
】
景
観
【
２
】
生
物
多

様
性
【
３
】
人
の
営
み
の
３
要
素

を
選
定
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
総
数
は
４
、４
７
４
件
、候

補
地
は
、実
に
２
、０
０
０
地
点
以

上
に
上
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
円

山
川
流
域
は
、市
民
・
団
体
・
企
業
・

行
政
な
ど
が
協
力
し
て
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
生
息
の
た
め
の
湿
地
や
耕
作

放
棄
田
の
修
復
・
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
、
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組

み
が
日
本
の
「
里
」
の
あ
り
方
と

し
て
評
価
を
得
た
こ
と
は
、
実
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
の
答
申
内
容
説
明
会
を
開
催

広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
計
画
策
定
を
目
指
し
て▲答申内容を説明する豊岡市幼保対策審議会

会長の加治佐哲也さん（但東総合支所会場） ▲円山川流域

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
医
療
再

建
」
に
出
演
し
ま
し
た
。
と
言
っ

て
も
、
発
言
は
１
回
だ
け
。「
あ
れ

で
は
辛
抱
で
き
ん
か
っ
た
ん
や
な

い
で
す
か
？
」
と
い
ろ
ん
な
方
か

ら
言
わ
れ
ま
し
た
。「
い
つ
出
る
か
、

い
つ
出
る
か
と
待
っ
て
い
る
う
ち

に
、
寝
て
し
も
う
た
」
と
い
う
人

も
。
妻
も
寝
て
お
り
ま
し
た
。

　

６
時
間
の
収
録
時
間
に
対
し
、

放
送
は
１
時
間　

分
。
し
か
も
、

４８

ゲ
ス
ト
３
人
に
加
え
、
勤
務
医
、

開
業
医
な
ど　

人
で
議
論
し
ま
し

３０

た
の
で
、
編
集
で
ば
っ
さ
ば
っ
さ

と
カ
ッ
ト
さ
れ
て
、
冒
頭
の
よ
う

な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
師
不
足
に
対
応
し
て
、
奈
良

県
が
病
院
間
で
診
療
科
を
集
約
し

よ
う
と
し
た
が
、
利
害
が
対
立
し

て
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
映
像

の
後
、「
但
馬
で
は
県
の
養
成
医
師

の
集
約
を
図
っ
て
豊
岡
病
院
に
総

合
診
療
部
が
で
き
た
。
お
か
げ
で

救
急
が
か
ろ
う
じ
て
崩
壊
せ
ず
に

済
ん
で
い
る
こ
と
」
を
話
す
場
面

だ
け
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
だ
け
で
す
と
、「
２
日
が
か

り
で
東
京
ま
で
行
っ
て
、
一
体
何

や
っ
た
ん
や
ろ
？
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
実
は
ス
タ
ジ

オ
で
は
か
な
り
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
発
言
に
続
け

て
、
病
院
組
合
で
医
師
奨
学
金
制

度
を
設
け
て
い
て
、
す
で
に
１
人

卒
業
生
が
豊
岡
病
院
で
研
修
を
受

け
て
い
る
こ
と
、
ほ
か
に　

人
奨

１８

学
生
が
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
た

と
こ
ろ
、
千
葉
の
県
立
病
院
長
が

「
但
馬
の
取
組
み
は
素
晴
ら
し
い
」

と
褒
め
て
く
れ
、
別
の
医
師
が
、

「
感
激
し
た
。大
変
だ
か
ら
来
て
く

れ
と
言
わ
れ
て
も
行
く
気
が
し
な

い
が
、
但
馬
の
よ
う
に
地
域
医
療

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
や
ろ
う
と

し
て
い
る
所
に
は
、
行
っ
て
も
い

い
と
思
っ
た
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

重
苦
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
こ
の

と
き
ば
か
り
は
ス
タ
ジ
オ
が
活
性

化
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
に
自
信
と
誇
り
を
持

ち
な
が
ら
夢
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
姿
こ
そ
が
、
人
々
を
引
き
付
け

る
の
だ
と
、
改
め
て
感
じ
て
帰
っ

て
き
た
次
第
で
す
。
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１
月　

日
、
毎
年
恒
例
の
新
春
か
る
た
・
百
人
一

１２

首
大
会
を
城
崎
地
区
公
民
館
で
開
催
し
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
約　

人
が
参
加
し
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

５０

　

大
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
ス
タ
ー
ト
。百
人
一
首

で
は
、読
み
手
が
上
の
句
を
読
み
上
げ
る
と
、参
加
者

の
表
情
は
一
変
し
て
真
剣
そ
の
も
の
。句
が
読
み
終
わ

る
前
に
は
取
り
札
を
見
つ
け
素
早
く
取
っ
て
い
き
ま
し

た
。ま
た
、お
手
つ
き
を
し
て
残
念
が
る
参
加
者
の
表

情
に
、周
囲
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
部
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
中
川
み
さ
（
城

崎
小
６
年
）・
中
川
か
の
ん（
城
崎
小
４
年
）チ
ー
ム
で

「
緊
張
し
た
け
ど
楽
し
め
ま
し
た
」と
表
彰
状
を
手
に

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第　

回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
の
９
区

８５

（　

・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
走
っ
た
県
立
豊
岡
南
高

２３校（
現
豊
岡
総
合
高
校
）出
身
の
中
川　
 
剛 
さ
ん
（
山

ご
う

梨
学
院
大
学
３
年
・
日
高
町
佐
田
）
が
、
１
月
５
〜

７
日
、
母
校
を
訪
れ
、
同
校
の
陸
上
部
員
ら
と
共
に

走
り
、
後
輩
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
、
昨
年
初
め
て　

区（
ア
ン
カ
ー
）で

１０

出
場
。
極
度
の
緊
張
で
納
得
の
い
く
走
り
が
で
き
ず

悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
バ
ネ
に
、
猛
練
習
を
積

み
、
エ
ー
ス
級
が
集
ま
る
９
区
で
狙
い
通
り
の
区
間

賞
を
取
り
、
順
位
も　

位
か
ら
９
位
に
押
し
上
げ
ま

１２

し
た
。「
最
後
、
７
位
集
団
に
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た

の
で　

点
の
出
来
で
す
。
来
年
は
総
合
優
勝
を
目
指

７０

し
ま
す
」
と
早
く
も
来
季
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
も
ち
つ
き
大
会
（
い
ろ
り
の
会
主
催
）

１２

２３

が
竹
野
町
竹
野
の
御
用
地
館
で
開
催
さ
れ
、
地
元
小

学
生
や
保
護
者
な
ど
約　

人
が
集
ま
り
に
ぎ
わ
い
ま

８０

し
た
。

　

当
日
、
参
加
者
た
ち
は
、
か
る
た
や
カ
ー
ド
遊
び

の
ほ
か
、
同
館
館
長
の
沼
田
恒
夫
さ
ん
か
ら
竹
野
地

域
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち

は
、
地
域
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
少
し
重
く
感
じ

る
き
ね
を
持
ち
上
げ
、
も
ち
つ
き
に
挑
戦
。
そ
の
後
、

も
ち
花
を
作
る
た
め
、
つ
き
上
が
っ
た
も
ち
を
ク
ロ

モ
ジ
の
枝
に
付
け
、
来
年
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
み
ん
な
で
き
な
こ
も
ち
や
ぜ
ん
ざ
い
を

食
べ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲後輩たちとランニングをする中川　剛さん。
「一緒に走ることで何かを感じ取ってほしい」

▲読み手が読み上げる句を聞き、取り札を探す子ども
たち

▲きねが少し重いかな？力いっぱいに「よいしょっ」

箱
根
駅
伝
で
区
間
賞
の
中
川
さ
ん
が
帰
省

後
輩
に
走
る
姿
で
メ
ッ
セ
ー
ジ　
!!

新
春
か
る
た
・
百
人
一
首
大
会

「
君
が
た
め 
春
の
野
に
出
で
て
…
」

　
　
　
　

ど
こ
？
ど
こ
に
あ
る
？

 
御  
用  
地  
館 
も
ち
つ
き
大
会

お 
よ
う 
ぢ 
か
ん

ぺ
っ
た
ん
！
ぺ
っ
た
ん
！

子
ど
も
た
ち
が
も
ち
つ
き
に
挑
戦
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　
　

月　

日
、
全
国
で
も
出
石
地
域
で
し
か
栽
培
さ

１２

２１

れ
て
い
な
い
酒
米
フ
ク
ノ
ハ
ナ
の
米
粉
を
使
用
し
た

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
出
石
フ
ク
ノ
ハ

ナ
生
産
部
会
主
催
）
が
出
石
町
水
上
の
出
石
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
市
内
外
の　

人
３０

が
料
理
の
ア
イ
デ
ア
を
競
い
、
審
査
委
員
は
、
味
や

外
観
、
地
域
特
性
な
ど
の
観
点
で
採
点
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、平
尾　

梢
さ
ん（
三

宅
）
が
作
っ
た
串
団
子
で
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
出

石
な
ら
で
は
の
「
そ
ば
」
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
家
内
安
全
や
無
病
息
災
な
ど
を
願
う

１２

伝
統
行
事
「
田
ノ
口
賽
の
神
ま
つ
り
」
が
日
高
町
田

ノ
口
で
、
区
民
ら
約　

人
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

５０

　

当
日
は
、
早
朝
か
ら
区
民
ら
が
各
１
軒
８
束
の
わ

ら
を
持
ち
寄
っ
て
堂
に
集
ま
り
、
約
３
時
間
か
け
て

長
さ
約
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
大
わ
ら
じ
と
大
ぞ
う
り

を
片
方
ず
つ
作
成
し
、
集
落
か
ら
約
３
０
０
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
賽
の
神
に
奉
納
し
ま
し
た
。

　

区
長
の
大
田
尚
幸
さ
ん
は
「
こ
の
行
事
の
起
源
は

記
録
が
な
い
が
、
元
々
は
、
足
が
丈
夫
に
な
る
よ
う

に
願
い
行
わ
れ
て
い
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
奉
納
さ
れ
た
小
石
で
病
気
の
箇
所
を
な

で
て
、
治
癒
を
祈
願
す
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

▲時折小雪の舞う中、大わらじと大ぞうりを杉の　
木につるす区民ら

　

但
東
町
久
畑
で
は
、　

月　

日
か
ら
１
月
３
日
ま

１２

３０

で
の
５
日
間
、
家
々
の
前
に
行
灯
が
設
置
さ
れ
、
暗

闇
に
浮
か
ぶ
趣
き
の
あ
る
灯
り
が
通
り
を
照
ら
し
て

い
ま
し
た
。
山
あ
い
に
あ
る
同
区
は
、
江
戸
時
代
に

関
所
が
設
け
ら
れ
、
山
陰
と
京
都
を
結
ぶ
街
道
で
栄

え
た
宿
場
町
。
こ
の
ま
ち
の
情
緒
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
地
元
有
志
で
構
成
す
る
「
久
畑
有
志
会
」
に

よ
り
行
灯　

基
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

７５

　

行
灯
は
、
高
さ
約　

セ
ン
チ
で
、
四
角
の
木
枠
に

４０

貼
っ
た
紙
に
は
、
花
火
や
ア
サ
ガ
オ
、
ホ
オ
ズ
キ
に

加
え
、「
迎
春
」
の
文
字
や
地
元
に
伝
わ
る
久
畑
小
唄

の
歌
詞
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
ほ
か
、
盆
に
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。

▲連なる灯りは情緒たっぷり。

田
ノ
口 
賽 
の
神
ま
つ
り

さ
い

家
内
安
全
を
願
い　

大
わ
ら
じ
と
大
ぞ
う
り
を
奉
納

久
畑
有
志
会
が 
行  
灯 
を
設
置

あ
ん 
ど
ん

京
街
道
の
宿
場
町
を
照
ら
す

　

行
灯
の
通
り

フ
ク
ノ
ハ
ナ
米
粉
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
員
を
う
な
ら
せ
る

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
料
理

▲味見をしながら評価していく審査員
※関連記事 29ページに掲載
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食
の
安
全
・
安
心
が
叫
ば
れ
る

昨
今
、
無
農
薬
栽
培
を
基
本
と
す

る
有
機
農
業
が
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。

　

こ
の
有
機
農
業
に
取
り
組
む
中

務
喜
紹
さ
ん
は
、
現
在
、
約
２
２

０
ア
ー
ル
の
耕
地
に
大
根
や 
聖  
護 

し
ょ
う 

ご

 
院 
カ
ブ
ラ
、
白
菜
、
麦
な
ど
を
栽

い
ん培

し
、
年
間
約　

ト
ン
の
生
産
量

１３

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
別
の
仕
事
を
し
て
い

た
中
務
さ
ん
。「
家
族
が
体
調
を
崩

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
健
康
に

気
を
遣
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
納
得
の
い
く
野
菜
を
作
り

た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
、
文
字
通

り
畑
違
い
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

有
機
農
業
は
、
遺
伝
子
組
換
え

技
術
を
使
用
せ
ず
、
堆
肥
な
ど
の

有
機
質
肥
料
に
よ
っ
て
地
力
を
高

め
、
病
虫
害
に
強
い
健
康
な
作
物

を
育
て
る
た
め
、
化
学
肥
料
や
農

薬
に
頼
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
適
正

な
輪
作
（
周
期
的
に
他
品
目
を
栽

培
す
る
こ
と
）
や
多
品
目
栽
培
、

自
然
循
環
機
能
の
増
進
な
ど
に

よ
っ
て
健
康
な
作
物
の
生
育
を
図

り
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
安
全

で
味
の
良
い
農
産
物
の
生
産
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
、
有
機
栽
培
は
慣
行
栽

培
に
比
べ
、
収
量
が
低
い
傾
向
に

あ
り
、
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る

と
い
わ
れ
、
生
産
者
も
少
な
く
有

機
野
菜
の
価
格
は
割
高
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

食
に
不
安
を
抱
く
消
費
者
は
、
有

機
食
品（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ー
ズ
）

へ
の
需
要
を
年
々
高
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
中
務

さ
ん
は
、
厳
し
い
品
質
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
生
じ
る
コ
ス
ト

▲有機農業に取り組む中務さん。忙
しい合間を縫って空いた時間の楽
しみは、家族と一緒にするスキー

まずは食べてください
  有機野菜の良さが分かります

 
中
務 　
 
喜 
紹
   

さ
ん（　

歳
）出
石
町
口
小
野

な
か
つ
か
さ 

よ
し 

つ
ぐ

４５

　

出
石
地
域
に
は
、よ
り
良
い
野
菜
作
り
を
し
よ
う
と
有
機
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
一
人
の
男
性
が
い
ま
す
。日
々
、試
行
錯
誤
し
、努
力
を

惜
し
ま
ず
取
り
組
む
姿
。食
の
安
全
・
安
心
は
、
今
回
紹
介
す
る
よ
う

な
農
業
者
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲野菜を洗いながら品質をチェック
する中務さん

納
得
の
い
く

野
菜
作
り
を
目
指
し
て

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク

そ
の
目
は
野
菜
職
人

自
然
環
境
と
調
和
す
る

有
機
農
業

高
の
ほ
か
、
消
費
者
に
与
え
る
影

響
や
輸
入
食
品
と
の
競
争
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、

日
々
、農
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
単
に
野
菜
を
作
っ
て
出
荷
す

る
だ
け
で
な
く
、
作
っ
た
物
一
つ

ひ
と
つ
に
責
任
を
持
て
る
物
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
収
穫

し
た
野
菜
を
厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
中
務
さ
ん
。
目
に
か
な
わ

な
い
物
は
出
荷
し
な
い
と
い
う
こ

だ
わ
り
よ
う
。
野
菜
作
り
に
か
け

る
情
熱
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

有
機
栽
培
さ
れ
た
野
菜
は
、
多

少
の
形
崩
れ
は
あ
る
も
の
の
、
肥

よ
く
な
大
地
の
恵
み
を
受
け
て
野

菜
本
来
の
味
を
取
り
戻
し
、
食
せ

ば
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
を

自
分
が
作
っ
た
野
菜
を

口
に
す
る
消
費
者
を
思
っ
て

▲収穫した大根。今が旬

還
元
し
て
く
れ
ま
す
。

　

中
務
さ
ん
が
栽
培
し
た
野
菜
は
、

京
阪
神
へ
出
荷
さ
れ
る
ほ
か
、
市

内
の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
製
粉
し
て
全
粒
粉

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
か
は
、市
全
域
の
小
中
学

校
の
給
食
の
材
料
が
安
全
な
地
元

の
野
菜
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

賄
え
る
だ
け
の
収
量
が
あ
が
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
目
標
を
持

つ
中
務
さ
ん
は
こ
う
言
い
ま
す
。

　
「
健
康
は
食
か
ら
。子
ど
も
た
ち

が
口
に
す
る
食
材
が
安
全
安
心
な

も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」。

有機栽培された野菜には、このマークが付いています。
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演
研
サ
ー
ク
ル「
ネ
コ
柳
の
会
」

は
、
人
情
味
溢
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

時
代
劇
を
披
露
す
る
市
民
演
劇

サ
ー
ク
ル
で
、
市
内
を
中
心
に
、

現
在　

人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し

１４

て
い
ま
す
。
昭
和　

年　

月
に
発

５３

１１

足
し
、　

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

３０

　

活
動
の
き
っ

か
け
は
、三
江

地
区
文
化
祭

に
、演
劇
好
き

の
住
民
有
志

で
時
代
劇
を

披
露
し
た
こ

と
。こ
れ
が
大

変
好
評
で
、

「
一
度
だ
け

で
は
も
っ
た

い
な
い
」と
の

声
に
応
え
、市

内

の

老

人

ホ
ー
ム
で
も

披
露
し
、
豊
岡
初
の
本
格
的
劇
団

の
旗
揚
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
鳴
海
芳
一
さ
ん
（
小
田

井
町
）
は
「
自
分
に
は
な
い
も
の

を
演
じ
る
喜
び
、
客
席
の
反
響
の

面
白
さ
、
大
切
な
仲
間
…
こ
れ
ら

が　

年
間
、
自
分
を
支
え
て
き
ま

３０

し
た
」
と
し
み
じ
み
振
り
返
り
ま

す
。

　

活
動
は
、
定
期
的
に
は
行
わ
ず
、

基
本
的
に
公
演
前
に
集
ま
る
程
度
。

そ
の
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
が
長
続

き
の
秘
訣
と
の
こ
と
。
老
人
ホ
ー

ム
の
慰
問
や
敬
老
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
年
に　

回
１０

程
度
の
公
演
を
こ
な
し
、

平
成
７
年
に
は
、
北
海
道

で
「
杞
柳
ロ
ー
ド
」
復
活

に
向
け
た
交
流
公
演
、
平

成　

年
に
は
、
淡
路
花
博

１２
で
も
公
演
し
ま
し
た
。

　

出
し
物
は
、
主
に
悲
劇
、

人
情
物
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
時

代
劇
で
、　

本
の
脚
本
を

１０

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

「
笑
わ
せ
る
の
は
難
し
い

の
で
、
泣
か
せ
る
芝
居
ば

か
り
で
す
ね
」
と
鳴
海
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
感

動
を
伝
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

若
い
人
に
入
会
し
て
も
ら
い
、
後

継
者
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
鳴
海

さ
ん
ま
で
。
�　

－

６
７
９
７

２３

演
研
サ
ー
ク
ル『
ネ
コ
柳
の
会
』（
豊
岡
）

涙
誘
う
人
情
時
代
劇

　

環
境
省
の
日
本
渚
百
選
と
快
水

浴
場
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
竹

野
浜
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
竹
野
保

育
園
。
夏
に
は
園
児
た
ち
も
海
水

浴
に
行
き
ま
す
。

　

１
月
７
日
、
同
園
で
毎
年
恒
例

の
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
の
ぞ

い
て
み
ま
し
た
。

　

今
年
の
抱
負
を
書
い
た
紙
を
手

に
し
た
園
児
た
ち
が
園
庭
に
集
ま

る
と
、
園
長
先
生
が
ど
ん
ど
焼
き

「
友
達
と
仲
良
く
で
き
ま
す
よ
う

に
」な
ど
の
願
い
事
を
発
表
し
、
紙

を
火
の
中
へ
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

書
き
初
め

な
ど
が
火
に

よ
っ
て
高
く

舞
い
上
が
る

と
習
字
が
上

手
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い

ま
す
。
園
児

た
ち
は
、
青

空
に
向
か
っ
て
舞
い
上
が
る
紙
を

い
つ
ま
で
も
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
め
縄
に

付
い
て
い
た

ミ
カ
ン
が
こ

ん
が
り
と
焼

き
上
が
り
、

み
ん
な
で
味

見
を
し
て
み

ま
し
た
。
ど

ん
な
味
が
す
る
か
な
？
ち
ょ
っ
と

酸
っ
ぱ
か
っ
た
の
か
口
を
す
ぼ
め

る
園
児
た
ち
。
で
も
縁
起
物
を
食

べ
た
か
ら
、
今
年
１
年
、
健
康
で

過
ご
せ
ま
す
。

１２ 

竹
野
保
育
園 （
竹
野
） 

〈
園
児
４８
人
〉 

の
い
わ
れ
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
「
お
正
月
に
お
迎
え
し
た
神
様

を
お
送
り
す
る
日
本
の
伝
統
的
な

行
事
で
す
」。

　

先
生
が
お
正
月

に
使
っ
た
し

め
縄
を
持
ち

寄
っ
て
、
ワ

ラ
な
ど
と
合

わ
せ
て
焼
き

場
を
作
り
、

そ
れ
を
園
児
た
ち
が
輪
に
な
っ
て

囲
み
ま
し
た
。

　

ワ
ラ
に
火
が
つ
く
と
園
児
た
ち

は
一
人
ず

つ
順
番
に

「
風
邪
を

ひ
か
な
い

よ
う
に
」

縁
起
物
の
ミ
カ
ン

縁
起
物
の
ミ
カ
ン

焼
い
て
み
る
と
ど
ん
な
味
？

焼
い
て
み
る
と
ど
ん
な
味
？

ど
こ
ま
で
舞
い
上
が
る

ど
こ
ま
で
舞
い
上
が
る　
！？！？

輪
に
な
っ
て

輪
に
な
っ
て

今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

を
発
表
し
よ

を
発
表
し
よ

うう

▲３０周年記念公演で「 瞼 の母」を演じた劇団メンバー
まぶた

天
気
よ
し

天
気
よ
し　
！！！！

今
日
は
ど
ん

今
日
は
ど
ん

ど
焼
き

ど
焼
き
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
プ
ラ
製
容
器
包
装 

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
環
境
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
」 

１３ 

環
境
基
本
計
画 

　

市
で
は
、
毎
年
度
、
豊
岡
市
の
環
境
の
状
況
を
把
握
し
、
環
境
基
本
計

画
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
の
達
成
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
公
表
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

こ
と
だ
か
ら
、
容
器
包
装
類
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
を
合
わ
せ
て
分
別
収
集
す

れ
ば
」
と
い
う
意
見
を
お
聞
き
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

に
は
添
加
剤
が
入
っ
た
り
、
部
品

に
金
具
や
木
材
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

材
質
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
た
め
、

製
品
か
ら
製
品
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル

は
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
に
は
、
同
じ

材
質
の
も
の
を
大
量
に
集
め
る
方

が
効
果
的
な
の
で
、
ト
レ
イ
な
ど

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

分
別
す
る
よ
り
も
、
分
け
て
ス
ー

パ
ー
な
ど
へ
引
き
取
っ
て
も
ら
う

方
が
、
よ
り
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
ま
ず
は
ご
み
の
発
生
抑
制

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る

以
上
に
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
ご
み

減
量
の
最
後
の
手
段
と
し
て
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
も
私
た
ち
が
一
番
心
が

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ま

ず
「
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
」
で

す
。
そ
の
代
表
的
な
取
組
み
に
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
が
あ
り
ま
す

の
で
、
協
力
く
だ
さ
い
。

●
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
軽
く
て
丈

夫
な
素
材
で
あ
る
た
め
、
食
器
や

お
も
ち
ゃ
、
日
用
品
、
家
電
製
品
、

自
動
車
な
ど
の
耐
久
消
費
材
な
ど

と
し
て
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
用
途
以
外

に
も
食
品
の
容
器
や
包
装
と
し
て

非
常
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
ま
で
は
、
プ
ラ
ス

１３

チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て
、
破
砕
が

可
能
な
も
の
は
「
燃
や
さ
な
い
ご

み
」、
そ
の
他
の
も
の
は
「
燃
や
す

ご
み
」
と
し
て
分
類
し
、
埋
立
て

ま
た
は
焼
却
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
４
月
に
容

１２

器
や
包
装
類
を
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

　

年
度
か
ら
「
紙
製
容
器
包
装
」

１４と「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

の
分
別
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
す
る「
プ
ラ
」と
は

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を

「
プ
ラ
」
と
省
略
し
て
い
る
た
め

に
、
す
べ
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

こ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
勘
違
い

を
す
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
資
源

と
し
て
分
別
す
る
の
は
、
商
品
を

包
む
「
容
器
」
や
「
包
装
」
に
該

当
す
る
も
の
だ
け
で
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
処
理
方
法

　

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処

理
方
法
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
異

な
り
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
①
焼

却
す
る
②
埋
め
立
て
る
③
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
、
の
３
つ
の
方
法
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

　

豊
岡
市
で
は
、
手
で
つ
ぶ
せ
る

「
柔
ら
か
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は

「
燃
え
る
ご
み
」
へ
、
手
で
つ
ぶ
せ

な
い
「
堅
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」へ
と
分
別
し

て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
、
埋
立
て
ま
た
は
焼
却
し
て
い

ま
す
。

●
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
の
は
、
と
て
も
良
い

　

平
成　

年
度
に
市
民
、
事
業
者
、

１９

市
が
取
り
組
ん
だ
成
果
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
　

の
目
標
と
す
る
姿
に
向
か
っ

１０
て
取
り
組
ま
れ
た
事
例
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
評
価
を
市
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」
の

数
で
表
わ
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
民
課（
ロ

ビ
ー
）、
各
総
合
支
所（
ロ
ビ
ー
）、

図
書
館
本
館
、
各
分
館
、
各
地
区

公
民
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
配
布
を
希
望
の

方
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

１０の目標とする姿に対する
平成１９年度の取組みの評価

０７　収集されるごみの量はピーク時
（平成１２年度）に比べ２５％減りまし
た

０３　あちこちの川で子どもたちが遊ん
でいます

０５　子どもたちが地域の祭りや行事を
楽しんでいます

０６　コウノトリがすべての中学校区に
住んでいます

０８　子どもが安心して道草をしながら
帰ります

よくがんば
りました　

この調子で
がんばろう

０１　里山では山の幸もよみがえりました
０２　遊んでいる田んぼを見かけなくな
りました

０４　ごみのない海辺では、子どもたち
が「磯遊び」を楽しんでいます

０９　たくさんの豊岡ブランドが生まれ、
市民みんなが使っています

１０　市民みんなが、省エネ行動を楽し
みながら取り組んでいます

もっと　　
がんばろう
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■
私
財
寄
付
功
労

▽
小
笠
原
健
次
郎（
但
東
町
出
合
）

　

地
域
医
療
充
実
の
た
め
、
多
額

の
現
金
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
匿
名

　

学
校
教
育
振
興
の
た
め
、
多
額

の
現
金
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■　

年
勤
続
表
彰

３０
▽
野
末
八
千
代
（
但
東
町
平
田
）

▽
ニ
ュ
ー
ダ
レ
ス
（
か
ば
ん
）（
㈱

　

ア
ー
ト
フ
ィ
ア
ー
・
中
央
町
）

（　

月　

〜　

日
・
愛
知
県
名
古

１２

２０

２１

屋
市
）

■
少
年
の
部
・
３
位

▽
兵
庫
県
選
抜
（
藤
本　

豊
・
近

畿
大
学
附
属
豊
岡
高
校
３
年
、

池
内
悠
悟
・
同
校
２
年
、
小
崎

智
輝
・
同
校
２
年
、
田
仲
哲
也
・

豊
岡
高
校
２
年
、
船
谷
拓
也
・

豊
岡
総
合
高
校
２
年
、
大
坪
功

二
・
豊
岡
高
校
１
年
、高
橋　
康
・

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高
校
１
年
）

　

１
月　

日
か
ら
青
森
県
八
戸
市

２８

で
開
催
の「
み
ち
の
く
八
戸
国
体
」

に
出
場
し
ま
す
。

▽
日
本
海
信
販
㈱
豊
岡
支
店
（
城

南
町
）
１
６
１
、
７
９
８
円

▽
映
画
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
上
映
会
実

行
委
員
会　

日
高
文
化
体
育
館

に
暗
幕
（
２
組
）

▽
谷
岡
ま
ち
子
（
但
東
町
坂
野
）

た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
に
谷
岡

ヤ
ス
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ポ
ス
タ
ー

（
敬
称
略
）

豊
岡
市
公
益
功
労
者
表
彰

平
成　

年
度

２０

全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
表
彰

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう

お
め
で
と
う

ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

ご
ざ
い
ま
す

ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
賞
（
ド
イ
ツ
）

第　

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

６４

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

　
　

近
畿
・
北
信
越
・
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
、ポ
ニ
ョ
が
大
好

き
な
夢
瑠
�
２
歳
�
お
誕
生
日
お
め

で
と
う　
!!

（
父 
康
秀
・
母 
良
枝
、出
石
町
川
原
）

　

毎
日
マ
マ
の
お
手
伝
い
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
☆
桜
空
が
生
ま
れ
て

パ
パ
と
マ
マ
は
幸
せ
だ
よ
�
�
�

（
父 
直
紀
・
母 
留
美
子
、日
高
町
浅
倉
）（平成１８年９月２９日生）

岸 田 夢  瑠 
め る

ちゃん
（平成１９年４月５日生）

美 藤 桜  空 
さ ら

ちゃん

　

わ
が
家
の
や
ん
ち
ゃ
姫
千
尋
ち
ゃ

ん
。
パ
パ
と
マ
マ
は
元
気
い
っ
ぱ
い

の
君
が
大
好
き
よ
♪

（
父 
敬
仁
・
母 
千
恵
、京
町
）

　

い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
津
々
。
あ

な
た
は
わ
が
家
の
宝
物
。
あ
ゆ
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
大
き
く
な
ー
れ
。

（
父 
行
紀
・
母 
美
保
子
、赤
石
）

　

お
う
た
が
大
ー
好
き
！
あ
な
た
は

わ
が
家
の
宝
物
。
か
ず
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
大
き
く
な
ー
れ
。

（
父 
行
紀
・
母 
美
保
子
、赤
石
）

（平成１９年１１月１８日生）

峠　  和  那 
かず な

ちゃん
（平成１９年６月２９日生）

松本 千  尋 
ち ひろ

ちゃん

　

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
咲

和
の
笑
顔
が
み
ん
な
大
好
き
。

（
父 
真
二
・
母 
美
香
、引
野
）

　

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
を
あ
り
が

と
う　

こ
れ
か
ら
も
弟
と
元
気
い
っ

!!

ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
�

（
父 
良
次
・
母 
佳
世
、法
花
寺
）

　

い
つ
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
い
っ
ぱ

い
の
光
璃
が
大
好
き
。
家
族
み
ん
な

の
宝
物
♪

（
父 
智
志
・
母 
美
紀
、日
高
町
上
郷
）（平成１８年１０月１０日生）

中道 理  斗 
り と

ちゃん

（平成１９年１１月１８日生）

峠　  歩  那 
あゆ な

ちゃん

（平成１９年１０月３０日生）

山� 光璃 
ひ か り

ちゃん
（平成１９年１０月３１日生）

藤本 咲  和 
さ わ

ちゃん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付
・・・・・・・・・・
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
ああああああああああ
りりりりりりりりりり
がががががががががが

寄
付
・
寄
贈
あ
り
が

とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

と
う
ご
ざ
い
ま
す ▲兵庫県選抜メンバー
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　
　

代
で
も
早
す
ぎ
な
い
、
い
く

４０
つ
に
な
っ
て
も
遅
す
ぎ
な
い
。
そ

ん
な
健
康
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
体
型
や
体
力
が
気
に
な
り
だ

し
た
」、「
運
動
が
続
か
な
い
」
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月　

日（
日
）午
後
２

２２

時
〜（
受
付　
午
後

　

１
時　

分
〜
）

３０

▽
場
所　

豊
岡
市
保

　

健
セ
ン
タ
ー（
城
南
町
）

▽
内
容　

誰
で
も
自
宅
で
気
軽
に

実
践
で
き
、
継
続
で
き
る
運
動

の
秘
訣
の
講
話
と
実
技

▽
講
師　

㈱
つ
く
ば
ウ
エ
ル
ネ
ス

リ
サ
ー
チ　

健
康
運
動
指
導
士

 
最  
上 
あ
お
い
さ
ん

も 

が
み 催

し

催

し

健
康
づ
く
り
講
演
会

太
ら
な
い
！
転
ば
な
い
！

若
返
る
！

〜
カ
ラ
ダ
で
実
感

ら
く
ら
く
健
康
術
〜

▽
そ
の
他　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ

さ
い
。

※
当
日
、
希
望
者
に
は
体
組
成
計

で
の
体
年
齢
測
定
や
、「
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
運
動
教
室
」
５
期
生
の

申
込
み
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

健
康
増
進
課

　

�　

－

１
１
２
７

２４

　

５
月　

日
か
ら
ス
タ
ー

２１

ト
す
る
裁
判
員
制
度
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日（
木
）午
後
１

１２

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

神
戸
地
方
裁
判
所
豊
岡

支
部（
京
町
）

▽
内
容　

裁
判
員
制
度
説
明
、
模

　

擬
評
議
、
質
疑
応
答
な
ど

▽
定
員　
　

人
５０

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
火
）

１０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

神
戸
地
方

裁
判
所
豊
岡
支
部
庶
務
課

　

�　

－

２
３
０
４
（
土
・
日
曜

２２
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

　

一
般
入
試
の
ほ
か
に
成
人
特
例

入
試
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
方
で
、

高
校
卒
業
資
格
を
取
り
た
い
方
、

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
方
は
、
高
校
卒

業
資
格
取
得
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
（
平
成　

年

２０

２０

４
月
１
日
現
在
）で
、中
学
校
卒

平
成　

年
度

２１

県
立
豊
岡
高
等
学
校
定
時
制
課
程

成
人
特
例
入
試

裁
判
員
制
度
説
明
会

試

験

試

験

　

人
権
は
、
暮
ら
し
の
基
本
と
し

て
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課

題
の
解
消
に
向
け
て
、
人
権
の
大

切
さ
、
共
に
生
き
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時　

２
月
８
日（
日
）午
後
１

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル

▽
内
容

○
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
愛
と
い
う
名

の
奇
跡
！
」
難

病
・
引
き
こ
も

り
を
乗
り
越
え

て�
光
の
ス
テ
ー

ジ
�
へ

・
出
演　
 
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ａ 

え 
 
 

す 
 
 

ぺ 
 
 

ら 
 
 

ん 
 
 

さ

○
人
権
作
文
の
朗
読

○
人
権
「
こ
こ
ろ
の
詩
」
朗
読

○
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
展
示

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
人
権
教
育
推

進
協
議
会
出
石
支
部
（
教
育
委

員
会
出
石
分
室
内
）

　

�　

－

９
０
２
９

２１

平
成　

年
度

２０

出
石
地
域
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

市
民
集
会
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業
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

を
卒
業
し
た
方

▽
試
験
日　

３
月　

日（
金
）

１３

▽
試
験
内
容　

面
接
と
作
文

※
学
力
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
期
間　

２
月　

日（
金
）〜

２０

　

日（
火
）

２４
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
豊
岡

高
等
学
校
事
務
室

　

�　

－

２
１
１
１

２４

　

商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
る
際
に
決
め
手
と
な
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
商
品

な
ど
の
表
示
で
す
が
、
消
費
者
を

欺
い
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
有
名
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
肉
で
あ
る

よ
う
に
表
示
販
売
し
て
い
た
が
、

違
っ
た
」「
５
割
引
の
商
品
は
一

部
な
の
に
、『
全
店
５
割
引
』
と
表

示
し
て
い
た
」
な
ど
は
、
景
品
表

示
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
表
示
で

す
。
商
品
な
ど
の
表
示
の
ル
ー
ル

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
講

座（
講
演
）を
開
設
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日（
木
）午
後
２

２６

時
〜

▽
場
所　

市
民
会
館　

４
階　

中

会
議
室

▽
講
師　

公
正
取
引
委
員
会
職
員

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
期
間　

２
月
２
日（
月
）〜

　

日（
水
）

２５
▽
申
込
み
・
問
合
せ　
生
活
環
境
課

生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

　

農
家
民
宿
の
開
業
に
係
る
各
種

規
制
緩
和
の
内
容
、
旅
館
業
法
・

食
品
衛
生
法
に
係
る
手
続
き
や
開

業
後
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
手
法
に
つ

い
て
研
修
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
４
日（
水
）午
後
１

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

豊
岡
総
合
庁
舎　

福
利

セ
ン
タ
ー
会
議
室（
幸
町
）

▽
内
容　

○
農
家
民
宿
開
業
者
の
経
験
談

○
旅
館
業
法
に
係
る
手
続
き
に
つ

い
て

○
食
品
衛
生
法
に
係
る

手
続
き
に
つ
い
て

○
魅
力
的
な
農
家
民
宿

に
す
る
た
め
に

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故

に
遭
っ
た
と
き
に
役
立
つ
互
助
制

度
で
す
。
平
成　

年
度
の
受
付
を

２１

始
め
ま
す
の
で
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
加
入
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
、
在
学
の
方

▽
共
済
掛
金　

１
人
年
額
５
０
０

円
（
加
入
は
１
人
１
口
限
定
）

▽
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

　
　

年
３
月　

日

２２

３１

▽
共
済
金
支
払
額　

傷
害
の
程
度

に
よ
り
、
３
万
円
か
ら　

万
円

８０

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
方
法　

所
属
ま
た
は
住
所
、

氏
名
を
記
入
の
上
、フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
火
）

２４

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

北
但
馬
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
事
務

局
（
但
馬
県
民
局
豊
岡
農
林
振

興
事
務
所
内
）

　

�　

－

３
６
９
７

２６

　
　
　

－

８
１
６
３

ＦＡＸ
２４

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
加
入
方
法

○
市
民
…
各
区
で
取
り
ま
と
め
を

行
い
ま
す
の
で
、
世
帯
単
位
で

加
入
く
だ
さ
い
。

○
市
内
在
勤
者
な
ど
…
会
社
・
事

業
所
、
学
校
な
ど
の
単
位
で
加

入
く
だ
さ
い
。

▽
加
入
受
付　

１
月　

日（
月
）か

２６

ら
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

防
災
安
全

課
�　

－

１
１
１
１
ま
た
は
各

２３

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

出
石
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、

平
成　

年
度
の
団
員
を
募
集
し
ま

２１

す
。
歌
を
歌
う
こ
と
が
好
き
な
方

は
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
前

　

時
〜
正
午

１０
▽
練
習
場
所　

出
石
文
化
会
館
ひ

ぼ
こ
ホ
ー
ル

▽
会
費　

月
額
１
、５
０
０
円

▽
申
込
期
限　

３
月
７
日（
土
）

※
入
団
式
を
３
月
中
旬
に
行
い
ま

す
（
別
途
案
内
し
ま
す
）。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

出
石
文
化

　

会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

　

�　

－

６
２
２
２

５２

講

座

講

座

消
費
生
活
講
座

景
品
表
示
法
の
あ
れ
こ
れ

募

集

募

集

平
成　

年
度

２１

交
通
災
害
共
済
加
入
者
募
集

農
家
民
宿
開
業
講
座

平
成　

年
度
出
石
少
年
少
女

２１

合
唱
団
団
員
募
集
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県
内
の
市
町
組
合
立
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校（
神
戸
市
を
除
く
）

の
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
内
容　

教
員
の
初
任
者
研

修
に
係
る
授
業
の
補
充

▽
資
格　

希
望
す
る
校
種
の
教
育

職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の

所
持
者
ま
た
は
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
方

▽
報
酬　

１
時
間
当
た
り

２
、７
９
０
円（
予
定
）

※
交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範

▽
募
集
学
科　

機
械
制
御
工
学
科
、

建
築
工
学
科
、
情
報
工
学
科
、

自
動
車
工
学
科

▽
試
験
日　

２
月　

日（
土
）

２８

▽
募
集
期
間　

２
月
９
日（
月
）〜

　

日（
金
）

２０
▽
そ
の
他　

詳
細
は
、
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
（
九
日
市
上
町
）

　

�　

－

２
２
３
３

２４

囲
内
で
支
給

▽
受
付
期
間　

２
月
２
日（
月
）〜

３
月　

日（
木
）

１９

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

▽
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
教
育
委

員
会
但
馬
教
育
事
務
所
教
育
推

進
課
�　

－

３
７
７
４
ま
た
は

２６

こ
ど
も
教
育
課
指
導
係

　

�　

－

１
４
５
２

２３

　

城
崎
温
泉
街
の
活
性
化
と
市
の

地
場
産
業
の
育
成
・
振
興
を
図
る

た
め
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る

テ
ナ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
対
象　

新
し
い
城
崎
ブ
ラ

ン
ド
と
な
り
得
る
「
こ
だ
わ
り

の
品
」、「
地
域
特
産
品
」
な
ど

を
取
り
扱
う
事
業
者

▽
募
集
数　

１
店
舗

▽
所
在
地　

木
屋
町
小
路

　
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
入
居
日　

６
月
１
日

▽
面
積
・
仕
様　

約　

平
方
メ
ー

３１

ト
ル
・
ロ
フ
ト
倉
庫
付
き（
約　
１１

平
方
メ
ー
ト
ル
）

▽
使
用
料　

月
額
８
６
、
０
０
０

円
（
別
途
共
益
費
必
要
）

▽
敷
金　

使
用
料
の　

カ
月
分

１０

◆
募
集
職
種
・
人
員

○
正
職
員
看
護
師
・
１
人

▽
試
験
日　

２
月　

日（
日
）

１５

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
火
）

１０

▽
そ
の
他　

試
験
内
容
・
申
込
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
職
種
・
人
員

○
嘱
託
看
護
職
員
（
正
看
護
師
ま

た
は
準
看
護
師
）・
２
人

○
嘱
託
介
護
員（
常
勤
）・
８
人

○
臨
時
介
護
員（
夜
間
専
門
員
）・

　

２
人

▽
選
考
方
法　

面
接
・
作
文

▽
申
込
方
法　

城
崎
町
商
工
会
事

務
局
に
あ
る
応
募
書
類〔
配
布

期
限
は
３
月　

日（
火
）〕に
必

３１

要
事
項
を
記
入
の
上
、郵
送（
書

留
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
申
込
期
間　

３
月　

日（
火
）〜

１０

４
月　

日（
金
）

１０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

城
崎
町
商

工
会
事
務
局
（
〒
６
６
９
‐
６

１
０
１　

城
崎
町
湯
島
１
０
６

２　

県
立
城
崎
大
会
議
館
内
）

　

�　

－

４
４
１
１

３２

▽
試
験
日
・
申
込
期
限　

随
時

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
こ
う
の
と
り
荘
事

務
係　

山
崎
さ
ん　

　

�　
－

４
０
１
４

２４

　

学
習
の
基
本
は
、
ラ
ジ
オ
放
送

を
聴
い
て
感
想
文
を
提
出
す
る
こ

と
で
す
。
テ
キ
ス
ト
を
毎
月
１
回

発
行
し
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
を

通
し
て
交
流
を
図
り
ま
す
。

▽
対
象　

県
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

の
方

▽
放
送　

ラ
ジ
オ
関
西　

毎
週
土

曜
日
午
前
６
時　

分
〜
７
時

３０

▽
学
習
期
間　

１
年

▽
定
員　

本
科
生
５
０
０
人
（
先

着
順
）
※
聴
講
生
制
度
あ
り

▽
授
業
料　

年
額
６
、
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
募
集
期
間　

２
月　

日（
火
）〜

１０

　

４
月　

日（
金
）

１０

▽
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
高

齢
者
放
送
大
学

　

�
０
７
９－

４
２
４－

３
３
４
２

平
成　

年
度

２１

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　

学
生
募
集

こ
う
の
と
り
荘
、コ
ス
モ
ス
荘
、

加
陽
い
ち
ご
の
里　
職
員
募
集

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学

   
平
成　

年
度　
学
生
募
集

２１

 
木  
屋  
町  
小  
路 　
テ
ナ
ン
ト
募
集

き 

や 
ま
ち 
こ
う 
じ

平
成　

年
度

２１

　

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校

非
常
勤
講
師
募
集
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▽
応
募
資
格　

但
東
地
域
在
住
で
、

河
川
ま
た
は
河
川
愛
護
に
関
心

の
あ
る　

歳
以
上
の
心
身
共
に

２０

健
康
な
方
で
、
河
川
か
ら
お
お

む
ね
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に

　
　

世
紀
の
但
馬
づ
く
り
の
指
針

２１
と
な
る
「
但
馬
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
実

現
し
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
企
画
、
実
践
す
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方
（
平
成

１８

　

年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
地

２１域
づ
く
り
に
つ
い
て
実
践
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
ま
た
は
意
欲

の
あ
る
方

▽
任
期　

２
年
（
４
月
〜
平
成　
２３

年
３
月
）

▽
定
員　

１
０
０
人
程
度

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
土
）

２８

▽
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
県
民

局
企
画
調
整
部
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

課
�　

－

３
６
１
５

２６

在
住
の
方

▽
活
動
内
容　

日
常
生
活
の
範
囲

内
で
知
り
得
た
、
ご
み
の
不
法

投
棄
や
流
水
の
異
常
な
ど
を
河

川
管
理
者
に
伝
え
る
こ
と
が
主

な
業
務
で
す
。

▽
活
動
範
囲　

支
川
を

　

含
む
円
山
川
流
域

▽
任
期　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▽
謝
礼　

月
額
１
、０
０
０
円

▽
定
員　

若
干
名

▽
申
込
方
法　

氏
名
、
住
所
、
年

齢
、性
別
、電
話
番
号
、職
業
、応

募
理
由
、
近
隣
の
河
川
名
、
お

よ
び
自
宅
と
河
川
と
の
距
離
を

記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
水
）

１８

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

円
山
川
を

美
し
く
す
る
協
議
会
事
務
局　

（
〒
６
６
８
‐
０
０
２
５　

幸
町

　

‐
３　

近
畿
地
方
整
備
局
豊

１０岡
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理

課
内
）
�　

－

２
５
４
５

２６

　
　
　

－

３
７
９
６

ＦＡＸ
２４

　

生
涯
青
春
、
生
涯
現
役
を
モ
ッ

ト
ー
に
終
点
の
な
い
創
造
活
動
を

▽
日
時　

３
月　

日（
日
）午
後
１

１５

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬
（
大
磯

町
）
な
ど

▽
試
験
区
分　

１
・
２
・
３
級

▽
申
込
方
法　

但
馬
ふ
る
さ
と
づ

通
し
て
、
相
互
の
友
愛
と
連
帯
の

輪
を
育
ん
で
い
ま
す
。

▽
対
象　

県
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方

６０
▽
募
集
講
座　

○
陶
芸
…
毎
週
水
・
木
曜
日

○
木
彫
…
毎
週
木
曜
日

○
謡
曲
、
盆
栽
、
麦
わ
ら
細
工
、

書
道
、
表
具
、
俳
句
、
短
歌
、

絵
画
、民
謡
、編
み
物
、囲
碁
、写

真
、 
篆  
刻 
、
ダ
ン
ス
、
パ
ソ
コ

て
ん 
こ
く

ン
…
毎
月
２
回

▽
授
業
料

・
月
２
回
開
講
…
２
、０
０
０
円

・
月
４
回
開
講
…
４
、０
０
０
円

※
教
材
費
な
ど
は
別
途
必
要

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
木
）

２６

▽
そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
高
齢

者
生
き
が
い
創
造
学
院
事
務
局

（
九
日
市
上
町
）
�　

－

９
６
１
５

２３

く
り
協
会
ま
た
は
政
策
調
整
課

　

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
験
料
１
、
０
０

０
円
を
郵
便
振
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
金
）

２７

▽
合
格
発
表　

３
月
下
旬

◆
但
馬
検
定
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

「
ザ
・
た
じ
ま
」最
新
版
発
刊

　

但
馬
検
定
に
欠
か
せ
な

い
但
馬
を
知
る
貴
重
な
テ

キ
ス
ト（
価
格
１
、０
０
０

円
）
で
す
。
本
協
会
ま
た
は
但
馬

地
域
の
各
市
町
で
購
入
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
（
財
）但
馬

ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
（
山
王

町
）
�　

－

２
２
４
７

２４

▽
日
時　

２
月　

日（
土
）午
後
１

２１

時
〜
４
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

４
階　

中

会
議
室

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

平
成　

年
度

２１

但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造

学
院
学
院
生
募
集

但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員

（
第
５
期
）募
集

平
成　

年
度　

２１
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

第
３
回
但
馬
検
定受

験
者
募
集

相

談

相

談

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
･
相
続
･
多
重
債
務
･

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会
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豊
岡
市
勤
労
者

住
宅
融
資
は
、
経

済
情
勢
の
悪
化
に

対
応
し
て
、
勤
労

者
の
雇
用
と
定
住

の
促
進
を
図
る
た
め
、
２
月
１
日

以
降
の
融
資
分
か
ら
融
資
限
度
額

を
引
き
上
げ
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

・
市
内
在
住
ま
た
は
転
入
し
よ
う

と
す
る
方
で
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
引
き
続
き
勤
務
し
て

い
る
方

・
市
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築
、

購
入
、
ま
た
は
増
改
築
す
る
方

・
融
資
金
の
返
済
能
力
を
有
す
る

方
・　

歳
以
上
で
、
完
済
時
の
年
齢

２０が　

歳
以
下
の
方

７０

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
融
資
利
率

・
変
動
金
利
型
年
１
・
８
７
５
％

・
固
定
金
利
型
年
２
・　

％
９６

▽
融
資
限
度
額　

２
、
０
０
０
万

円
（
２
月
１
日
以
降
融
資
）

　

国
が
経
済
対
策
と
し
て
国
民
へ

の
交
付
を
検
討
し
て
い
る
「
定
額

給
付
金
」
を
装
っ
た
「
振
り
込
め

詐
欺
」や「
個
人
情
報
の
詐
取
」
な

ど
の
犯
罪
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
、
県
、
総
務
省
な
ど
が
、「
定

額
給
付
金
」
の
給
付
の
た
め
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
な
ど

の
操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
付
方
法
は
、

決
ま
り
次
第
、
市
な
ど
か
ら
広
報

し
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
定
額
給
付
金
」
の
給
付
な
ど

を
装
う
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷

わ
ず
、
市
役
所
く
ら
し
の
相
談
室

�　

－

５
３
０
４
に
連
絡
く
だ
さ

２３
い
。

※
現
行
は
８
０
０
万
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

近
畿
労
働

金
庫
但
馬
支
店（
千
代
田
町
）

　

�　

－

４
１
３
１

２３

▽
問
合
せ　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

�　

－

４
４
８
０

２３

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

○
市
職
員
な
ど
を
名
乗
る
者
が
訪

問
し
て
き
た
場
合
、
そ
の
場
で

口
座
番
号
、
家
族
構
成
な
ど
の

個
人
情
報
の
提
供
は
し
な
い
。

○
相
手
が
名
乗
っ
た
地
元
の
関
係

機
関
に
直
接
確
認
す
る
。

○
家
族
、
近
所
、
警
察
官
、
銀
行

員
な
ど
に
相
談
し
、
一
人
で
は

判
断
し
な
い
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
環

境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

　

救
済
給
付
に
関
す
る
改
正
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
医
療
費
、
療
養
手
当

の
支
給
開
始
日
が
、

認
定
申
請
日
か
ら
療

養
開
始
日
（
た
だ
し
、
認
定
申

請
日
か
ら
３
年
以
前
の
と
き
は

３
年
前
ま
で
）
に
改
正
さ
れ
ま

そ
の
他

そ
の
他

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る

健
康
被
害
救
済
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

制

度

制

度

豊
岡
市
勤
労
者
住
宅
融
資
制
度

の
融
資
限
度
額
引
き
上
げ

定
額
給
付
金
給
付
を
装
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」に
注
意
！

　

平
成　

年
度
に
市
が
発
注
す
る

２１

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
等
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、物
品
製
造
な
ど

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
、

ま
た
は
市
と
物
品
納
入
お
よ
び
役

務
の
提
供
な
ど
の
取
引
を
希
望
す

る
業
者
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書（
指
名
願
）の
提
出
が
必
要

で
す
の
で
、所
定
の
申
請
書
を
提

出
く
だ
さ
い（
有
効
期
限
は
平
成

　

年
３
月　

日
）。

２２

３１

　

入
札
参
加
資
格
は
、平
成　

・　
２０

２１

年
度
の
２
カ
年
間
有
効
な
た
め
、

平
成　

年
度
に
既
に
登
録
し
て
い

２０

る
業
者
は
申
請
は
不
要
で
す
。た

だ
し
、建
設
工
事
で
の
登
録
を
希

望
す
る
方
は
、
既
に
登
録
し
て
い

る
業
者
で
あ
っ
て
も
、
３
月　

日
３１

ま
で
に
新
基
準
に
よ
る
総
合
評
定
値

通
知
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、平
成　

年
２１

度
の
入
札
参
加
資
格
者
に
登
録
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

総
務
課
管
財
係
ま

た
は
各
総
合
支
所
総
務
課
に
あ

る
申
請
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

２
月　

日（
火
）〜

１０

３
月　

日（
火
）必
着

１０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

総
務
課
管

　

財
係
�　

－

１
１
１
１

２３

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成　

年
度
追
加
分
受
付

２１
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酒
米
フ
ク
ノ
ハ
ナ
の
消
費
拡
大

と
地
産
地
消
の
取
組
み
の
一
環
と

し
て
、
フ
ク
ノ
ハ
ナ
米
粉
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
が
、　

月
１２

　

日
、
出
石
農
村
環
境
改
善
セ
ン

２１
し
た
。
既
に
認
定
を
受
け
て
い

る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
平
成　

年
３
月　

日
以
降
に
中

１８

２７

皮
腫
や
肺
が
ん
に
か
か
り
、
認

定
の
申
請
を
し
な
い
で
死
亡
し

た
方
の
遺
族
に
も
特
別
遺
族
弔

慰
金
・
特
別
埋
葬
料
（
約
３
０

０
万
円
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

○
中
皮
腫
や
肺
が
ん
に
か
か
り
、

平
成　

年
３
月　

日
以
前
に
死

１８

２６

亡
し
た
方
の
遺
族
に
支
給
さ
れ

る
特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
埋

葬
料（
約
３
０
０
万
円
）の
請
求

期
限
が
、
平
成　

年
３
月　

日

２４

２７

ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
健
康
増
進
課

　

�　

－

３
６
６
０
ま
た
は
独
立

２６
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

石
綿
健
康
被
害
救
済
部
企
画
調

整
課

　

�
０
１
２
０－

３
８
９－

９
３
１

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
菓
子
、
料
理　

作
品

３０

が
出
品
さ
れ
、
審
査
と
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
入
賞
作
品
・
入
賞
者
（
敬
称
略
）

○
フ
ク
ノ

ハ
ナ
生

産
部
会

長
賞

　
「
フ
ク
ノ

ハ
ナ
団

子
」・
平

尾　

梢

（
三
宅
）

○
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
長
賞

　
「
米
粉
の
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
」・
大
樽

恵
子（
出
石
町

田
多
地
）

○
豊
岡
市
長
賞

　
「
ど
ぶ
っ
ち
ょ
こ

め
っ
ち
ょ
ぽ
わ

ぽ
わ
け
ー
き
」・

能
勢
初
美
（
但
東
町
赤
花
）

○
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
組
合
長
賞　
「
揚

げ
米
粉
豆
腐
鍋
」・
坂
田
正
時

（
城
崎
町
桃
島
）

○
豊
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

所
長
賞　
「
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」・

佐
古
る
り
か
（
但
東
町
奥
藤
）

▽
問
合
せ　

出
石
総
合
支
所
地
域

整
備
課
�　

－

９
０
２
８

２１

　

郵
便
局
㈱
近
畿
支
社
で
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
コ
ウ

ノ
ト
リ
翔
る
郷　

但
馬
め
ぐ
り
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

切
手
「
城
崎
温
泉
外
湯
め
ぐ
り
」

と
「
但
馬

の
小
京
都

出
石
〜
五

万
八
千
石

の
城
下
町

〜
」
の
販

売
期
間
を

延
長
し
ま

す
。

　
　
　
　

▽
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト　

円
８０

切
手
×　

枚（　

種
類
）

１０

１０

▽
価
格　

１
シ
ー
ト　

１
、
２
０

０
円
（
シ
ー
ト
単
位
で
販
売
）

▽
販
売
シ
ー
ト
数　

５
、
０
０
０

　

シ
ー
ト

▽
販
売
期
限　

３
月　

日（
火
）

３１

▽
販
売
場
所　

但
馬
地
域
の
郵
便

局（　

局
）

６４

※
通
信
販
売
は
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

郵
便
局
㈱
近
畿
支
社

　

営
業
本
部
（
郵
便
・
物
販
担
当
）

　

�　

－

６
９
４
４－

８
１
２
３

０６

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
２
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

「
フ
ク
ノ
ハ
ナ
米
粉
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
」
審
査
結
果

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
翔
る
郷　

但
馬

　

め
ぐ
り
」
販
売
開
始
お
よ
び

「
城
崎
温
泉
外
湯
め
ぐ
り
」
と

「
但
馬
の
小
京
都　

出
石
〜
五

　

万
八
千
石
の
城
下
町
〜
」
の

　
　
　
　
　
　

販
売
期
間
延
長

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

担当医師（住所）月　日

國屋正史
（養父市八鹿町）

８日

２

月

中沢　洋
（出石町本町）

１５日

赤松　亮
（九日市下町）

２２日

共
通
事
項
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※
祝
日
は
、
前
日
の
内
容
で
す
。

　

�
０
１
２
０－

９
７
９－

４
５
１

　
（
通
話
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

�
０
７
８－

３
９
３－

１
８
０
３

開
業
医
の
手
作
り

　
「
健
康
情
報

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

２月のテーマ
内　　　　容曜日

オムツを早くはずしたいと
思っていませんか

月

虫歯はうつりますか？
　―乳児期からの予防―

火

ウンチのお話水

口臭に悩むあなたへ木

救急車を呼ぶ前に金～土

　

税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ
て

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と
お

り
公
売
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　

２
月　

日
１３

（
金
）午
後
１
時
〜　

日（
木
）午

２６

後
５
時

▽
競
り
売
り
期
間　

３
月
３
日

（
火
）午
後
１
時
〜
５
日（
木
）午

後
２
時

▽
代
金
納
付
期
限　

３
月　

日
１２

（
木
）午
後
３
時

▽
公
売
物
件　

絵
画
・

　

掛
軸
な
ど　

点（
予
定
）

４０

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、　

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

２０

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要
で

す
。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

（
２
月　

日
公
開
予
定
）

１３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://koubai.auctions.yahoo.

　

co.jp/hyg_toyooka_city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

　

売
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

　

い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
財
）兵
庫
県
交
通
安
全
協
会
で

は
、
優
良
運
転
者（
金
正
賞
）の
申

請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
受
賞
基

準
に
該
当
し
、
表
彰
を
希
望
の
方

は
、
住
所
地
域
の
交
通
安
全
協
会

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス

テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

◆
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
下
見
会
を
開
催
し
ま
す
。

落
札
し
た
物
件
は
返
品
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
よ

く
見
て
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
申

込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

２
月　

日（
土
）午
前　

２１

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１
階

※
ク
ル
ー
ザ
ー
な
ど
一
部
の
公
売

物
件
は
下
見
会
に
展
示
し
ま
せ

ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、
公

売
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い（
日
程
な
ど
調
整
し
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係
（
公

　

売
担
当
）
�　

－

１
１
１
８

２３

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た

す
方

○
交
通
安
全
協
会
員

○
禁
固
以
上
の
刑
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方

○
過
去
５
年
間
、
無
事
故
・
無
違

反
で
あ
る
方
（
平
成　

年
２
月

１６

１
日
以
降
、
無
事
故
無
違
反
）

○
金
賞
受
賞
後
、
引
き
続
き
車
の

運
転
に
従
事
し
て
い
る
方

○
金
賞
を
受
け
た
方
で
、
次
の
基

準
の
年
数
を
経
過
し
た
方

・
営
業
車
（
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な

ど
）
の
運
転
者
…
３
年
（
平
成

　

年
以
前
に
受
賞
）

１８
・
自
家
用
車
の
運
転
者
…
５
年　

（
平
成　

年
以
前
に
受
賞
）

１６

・
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
者
…

　

年（
平
成　

年
以
前
に
受
賞
）

１０

１１

▽
受
付
期
間　

２
月
２
日（
月
）〜

　

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５

２７時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

▽
そ
の
他　

申
請
に
は
、
運
転
免

許
証
、
交
通
安
全
協
会
会
員
証

を
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

各
交
通
安
全
協
会　

（
豊
岡
北
�　

－

０
１
１
０
、

３２

　

豊
岡
�　

－

１
９
１
１
、

２２

　

日
高
�　

－

０
１
４
０
、

４２

　

出
石
�　

－

５
５
２
３
）　

５２

　

１
月
１
日
付
け
で
、 
阿  
部  
嘉  
代 

あ 

べ 

か 

よ

さ
ん（
豊
岡
）と 
垣  
谷  
正  
詔 
さ
ん

か
き 

や 

ま
さ 
の
り

（
豊
岡
）が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱（
再
任
）さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
、
ほ
か
の　

人
１５

の
委
員
と
共
に
、

皆
さ
ん
の
人
権
問

題
（
差
別
、
い
や

が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）
に
つ
い
て
、
相
談
に

当
た
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

�　

－

１
１
１
６

２３

◆
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
福
祉
手
当
（
経
過
措

置
に
よ
る
も
の
）

▽
内
容　
　

・　

・
１
月
分
手
当

１１

１２

▽
振
込
日　

２
月　

日（
火
）

１０

※
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
施
設

な
ど
に
入
所
ま
た
は
病
院
に
入

院（
３
カ
月
を
越
え
る
）し
た
場

合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手

当
▽
内
容　
　

・　

・　

月
分
手
当

１０

１１

１２

▽
振
込
日　

２
月　

日（
水
）

２５

※
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
施
設
な
ど

に
入
所
、
ま
た
は
病
院
に
入
院

（
３
カ
月
を
越
え
る
）し
た
場
合

は
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
�　

－

７
０
３
３
ま
た
は

２４

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

優
良
運
転
者（
金
正
賞
）の

　
　
　
　
　

申
請
受
付
開
始

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

人
権
擁
護
委
員
が

　
　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

手
当
の
振
込
み
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
中
な
ど

に
起
こ
る
火
災
が
あ
り
ま
す
。

○
タ
ン
ク
内
蔵
式
の
ス
ト
ー
ブ
に

火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
を
し
て

引
火
し
た
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
を
ス

ト
ー
ブ
に
入
れ
る
時
、
ふ
た
が

閉
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

灯
油
が
こ
ぼ
れ
て
引
火
し
た
。

○
間
違
え
て
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た

た
め
ス
ト
ー
ブ
が
燃
え
た
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
吸
気
口
を
ふ
さ
い

だ
た
め
、
異
常
燃
焼
を
起
こ
し

て
火
災
に
な
っ
た
。

◆
守
っ
て
く
だ
さ
い

○
ス
ト
ー
ブ
の
給
油

は
、
必
ず
消
火
し

て
行
う
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ
た

は
、
確
実
に
閉
め
る
。
特
に
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
式
の
ふ
た
は
、

ロ
ッ
ク
を
確
認
す
る
。

○
ガ
ソ
リ
ン
は
、
灯
油
と
は
別
の

場
所
に
保
管
し
、
容
器
に
「
ガ

ソ
リ
ン
」
と
明
記
す
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
吸
気
口
を
布
団
や

衣
類
な
ど
で
ふ
さ
が
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
物
を
置
か

な
い
習
慣
を
つ
け
る
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

　

�　

－

１
１
１
９

２４
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
災

豊岡市非常勤嘱託職員および臨時職員募集

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

・報酬‐月額１５３，８００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は土・日曜日の週２日

　要介護認定調査資料の内容
チェック、審査会の準備・進行
補助・議事録作成などの審査会
事務局業務

　学校教育法に基づく高等学校
卒業程度で、介護認定審査事務
に対して意欲のある方

1人
介護認定
審査
事務員

・報酬‐月額１０６，５００円（予定）
・勤務日等‐土・日曜日以外の週３
日（２４時間勤務）

　幼児健診や育児教室における
発達検査、相談および育児支援

　臨床発達心理士もしくは臨床心
理士の資格所持者、または平成２１
年４月１日までに取得できる方

１人発達相談員

・報酬‐月額１５３，８００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は土・日曜日の週２日

　森本診療所における医療事務
　学校教育法に基づく高等学校
卒業程度で、医療事務経験のあ
る方

１人医療事務員

・報酬‐月額１７１，９００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は土・日曜日の週２日

　訪問看護ステーションにおけ
る訪問看護業務　保健師助産師看護師法に定め

る看護師免許所持者、または平
成２１年４月１日までに取得でき
る方

２人看護師 ・報酬‐月額９５，５００円（予定）
・勤務日等‐週５日（８：３０～１２：３０
の２０時間勤務）
・休日は土・日曜日の週２日

　森本診療所における診療補助、
来診者対応などの看護師業務

・報酬‐月額１５９，７００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は火曜日とほかの１日の週
２日

　図書館本館での司書業務など
（市内の分館に配置の場合もあ
ります）

　図書館法に定める司書資格所
持者、または平成２１年４月１日
までに取得できる方

１人司　書

・報酬‐月額１５９，７００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は土・日曜日の週２日

　小学校での学習指導と生活指
導などのきめ細かな指導のため
の補助

　学校教育法に基づく小学校教
諭免許所持者、または平成２１年
４月１日までに取得できる方

「小学校」
２人

指導補助
教諭

・報酬‐月額１５３，８００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は月曜日とほかの１日の週
２日

　竹野Ｂ＆Ｇスポーツセンターで
のスポーツ（水泳など）指導と施設
管理（約１カ月間の管外宿泊研修
が必要）

　スポーツ指導（水泳など）に意
欲のある方

１人
スポーツ
指導員

・報酬‐月額１５３，８００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は月曜日とほかの１日の週
２日

　出石総合スポーツセンターに
おける温水プール棟の管理事務

　学校教育法に基づく高等学校
卒業程度で、温水プールの管理
事務に対して意欲のある方

１人管理員

【非常勤嘱託職員】

△

応募資格　昭和２４年４月２日以降に生まれた方△

参　　考　管理員と調理員以外は、執務時にパ
ソコン操作を必要とします。△

面接試験　日時と場所は後日連絡します。司書
は、面接試験のほかに作文試験を実
施します。

△

申込方法　職員課にある申込書に必要事項を記
入の上、応募資格で定める免許証な
どの写しを添え、提出ください。△

受付期間　１月２８日（水）～２月１０日（火）△

採用月日　４月１日（臨時職員は４月３日）予定△

申込み・問合せ　職員課�２３－１３２６

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

・賃金‐日額６，５００円（予定）
・勤務日等‐週５日（４０時間勤務）
・休日は土・日曜日の週２日

　竹野と但東学校給食センター
における調理・配送補助業務

　学校給食の調理業務に意欲の
ある方

２人調理員

【臨時職員】

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

・報酬‐月額１５３，８００円（予定）
・勤務日等‐週５日（３６時間勤務）
・休日は土・日曜日の週２日

　日高総合支所における電話交
換業務と一般事務

　身体障害者手帳の交付を受け、
自力による通勤ができ、かつ介
護者なしに職務の遂行が可能な
方

１人
電話交換員
兼事務員

※障害者対象
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2月の予定
図書館本館2月のカレンダー

土金木水火月日

7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�２１‐９０７２
（城崎総合支所２階）　

６日（金）・２０日（金）午前１１時～日　時

城崎分館　おはなしのへや場　所

０～２歳児と保護者対　象

絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

おはなしのこべや
１４日（土）午前１０時３０分～日　時

城崎分館　おはなしのへや場　所

幼児または児童対　象

絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�２１‐９０７８
（竹野総合支所３階）　

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　

２１日（土）午前１０時３０分～日　時
但東分館　キッズコーナー場　所
絵本の読み聞かせと工作内　容

おはなしのもり

１４日（土）午前１１時～７日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター内）　

２８日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、わらべうたあそび　ほか内　容

おはなし会

４日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２２日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

おはなし会

絵本からのおくりもの
１４日（土）・２８日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

土曜おはなしのへや
２８日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

いっしょにおはなし会
５日（木）・１２日（木）午前１０時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳ぐらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのゆりかご
５日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

土曜としょかん
１４日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・走れ！カメくん（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
１３日（金）申込期限

第１１回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１５日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

本館視聴覚講演室（２階）場　所

おはなし会
２８日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしのへや（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

　特別図書整理のため、１７日（火）～２６日（木）は休館し
ます。

特別図書整理のため、１０日（火）～１３日（金）は休館します。

特別図書整理のため、３日（火）～５日（木）は休館します。
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2月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 火曜日休館 

親子運動あそび
１８日（水）午前１０時～１１時日　時
合橋地区公民館　多目的ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者　２０組対　象
３日（火）～１３日（金）申込期間

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館内） 土（午後）・日・月曜日休館 

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
２日（月）・２６日（木）午前１１時～ほっとたいむ

日　時
２３日（月）午前１０時３０分～おやこふれあいたいむ

子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。内　容

午前中は身長や体重の計測をします。その他

なかよしグングン広場
１２日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
３歳以上の幼児と保護者対　象
子どもの集団遊びや自由遊び、計測や子育て
相談、歯科相談内　容

おひなさま製作
１８日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
２日（月）～１０日（火）募集期間

３日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
お面を作って、鬼を追い出そう！内　容

豆まきで鬼退治

１０日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス♪♪

２４日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
各グループの出し物。観客応援団大歓迎！内　容

グループ発表会

豆まき
４日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

パパと遊ぼうデー“おやこっこ運動遊び”
１４日（土）午前１０時３０分～１１時４５分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
２歳以上の幼児と保護者　２０組（先着順）対　象
こども育成課　仲義　健講　師
２日（月）～１３日（金）申込期間

なかよし広場
１９日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

お母さんの手作り広場Ⅱ
２６日（木）午後１時３０分～３時３０分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の保護者　１０人（先着順）対　象
牛乳パックでいすを作ろう！内　容
牛乳パック（１リットルサイズ２０本）、ボンド、布、ハサ
ミ、布ガムテープほか持ち物

９日（月）～２３日（月）申込期間

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 土・日・月曜日休館 

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館） 土（午後）・日・月曜日休館 

豆まき会
４日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
豆まき、おはなし、リズム遊びほか内　容

押し花教室
２５日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者　２０組（先着順）対　象
１組５０円（材料代）参加費
１２日（木）～２０日（金）申込期間

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター） 土・日・水（午後）曜日休館 

豆まき
４日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
折り紙で鬼を作ろう、紙芝居、豆まき内　容

子育てミニ講話
２７日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
子どもとの関わり方の話
～困った時の声のかけ方は？～内　容

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高文化体育館　小ホール） 土・日・火曜日休館 

手遊び・ダンスの会
１６日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

ままごと人形作り
１９日（木）・２６日（木）午前１０時～１１時３０分日　時
日高農村環境改善センター　多目的ホール場　所
子育て中の保護者　１０人（先着順）対　象
抱っこ人形作り内　容
１人３００円（材料費）参加費
１２日（木）申込期限
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 
出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

　デビュー２０周年を迎え、２１世紀に残したい名曲「会
いたい」など、大人の音楽で綴る思い出いっぱいのコン
サートをお楽しみください。

　２月２１日（土）
　開演１６：３０（開場１６：００）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ａ席４，２００円
　　　　　Ｂ席３，７００円
　　　　　桟敷席（ペア）
　　　　　６，８００円（当日券
　　　　　は各５００円増）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■沢田知可子コンサート２００９

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

〒６６８‐００３１　大手町４‐５
メールアドレス plaza@city.toyooka.lg.jp

■プラザ　シネマ・シネマ
　懐かしの名作を、迫力あるスク
リーンでお楽しみください。

　２月８日（日）１１日（水）
　上映１４：００、１９：００（１日２作品）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　８日（日）１４：００「エノケンの頑張り戦術」
　　　　　　　　　　　　（出演：榎本健一）
　　　　　　　　　１９：００「ジャンケン娘」
　　　　　　　　　　　　（出演：美空ひばり、江利チ

エミ、雪村いづみ）
　　　　　１１日（水）１４：００「大学の若大将」
　　　　　　　　　　　　（出演：加山雄三）
　　　　　　　　　１９：００「君も出世ができる」
　　　　　　　　　　　　（出演：フランキー堺、高島

忠夫ほか）
◇入場料　５００円（全日共通、１回限り有効）
　　　　　全プログラム通しチケット１，５００円
　　　　　高校生以下　無料
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、

１月２８日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第５４回サロンコンサート

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館、図
書館本館、城崎 ･竹野 ･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。

日本・モンゴル民族博物館
�５６‐１０００　ＦＡＸ５６‐１０２２　（水曜日休館）

　中国内モンゴル自治区出身の画家エラドンバトラの
大作を展示します。温もり溢れるモンゴルの情景をご覧
ください。

　３月１０日（火）まで開催中
　開館９：３０～１７：００
　（入館は１６：３０まで）
◇入館料　大人５００円、６５歳

以上２５０円、高校・
大学生３００円、小
中学生２００円（ココ
ロンカード利用者
は無料）

■演劇ファクトリーＶＯＬ．５　本公演
　　終わりなき 蒼  茫 ―地球は青かった　幕末青春篇―

そう ぼう

　演劇ファクトリーは、基礎訓練と舞台実習を経て、
オリジナル作品の上演に取り組む豊岡市民プラザの
市民参加創造事業です。

　３月２１日（土）開演１９：００（開場１８：３０）
　　　２２日（日）開演１５：００（開場１４：３０）
◇場　所　ほっとステージ

　３月２９日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇場　所　但東市民センター　ホール
◇入場料　全席自由
　　　　　一般（シングル）１，０００円（ペア）１，５００円
　　　　　高校生以下・６５歳以上７００円（当日券は各
　　　　　２００円増、ペアチケットは前売りのみ）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、
　　　　　３月１１日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■「見てぇなダンス２００９」出場者募集！
　豊岡市民プラザでは、ダンスイベ
ント「見てぇなダンス２００９」の出場者
を募集します。スポットライトの中
であなたも踊ってみませんか。
◇開 催 日　５月１７日（日）
◇場　　所　ほっとステージ
◇対　　象　ジャズ、ストーリート、

フラ、コンテンポラ
リーなどのダンスパフォーマンスをス
テージで披露したい方または団体

　　　　　※１代表者（教室）１団体
　　　　　※よさこい、日舞などの和物は除きます。
◇持ち時間　１団体１５分以内
　　　　　※参加団体数により、時間の変更があり

ます。
◇申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、

持参、郵送、ファックス、またはメール
で申し込みください。

◇申込期限　２月２８日（土）
◇そ の 他・出演順、時間などは、募集締切後の出演

団体の代表者会議で決定します。
　　　　　・応募内容や応募状況によっては、実行

委員会で選考する場合があります。

■第４２回企画展「エラドンバトラ展」

▲作品 ｢朝のスーテー茶 ｣

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンで、毎月１回程度コンサートを開催してい
ます。気軽にお立ち寄りください。

　２月１５日（日）開演１３：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　自由電子
◇内　容　アコースティックＬＩＶＥ
　　　　　　～いつまでも青春～
◇曲　目　２２才の別れ、空も飛べるはず　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。
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月の主な行事 平成２１年 2
February

平成２１年１月１日現在（前月比） 

（住民基本台帳＋外国人登録総数） 
豊岡市の人口 

合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,197 

43,180 

47,017 

31,953

（－21人） 

（＋12人） 

（－33人） 

  （－2世帯） 
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手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）（火）１７

第２９回兵庫神鍋高原マラソン全国大会写真
コンテスト入賞作品巡回写真展
（８：３０～日高農村環境改善センター、～３月１日）
親子運動あそび

（１０：００～但東子育てセンター）

（水）１８

なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）（木）１９
（金）２０

インターネット公売下見会
（１０：００～市役所本庁舎）

司法書士による登記・相続・多重債務・消費
者問題・成年後見等無料法律相談会

（１３：００～市民会館）
沢田知可子コンサート２００９

（１６：３０～出石文化会館ひぼこホール）

（土）２１

名色スキー場感謝デー（８：００～名色ゲレンデ）
第１８回とよおか津居山港かにまつり

（８：３０～津居山港小島岸壁）
健康づくり講演会（１４：００～保健センター）

（日）２２

アップかんなべゲレンデスキー場まつり
（８：３０～アップかんなべ中央ゲレンデ）

おやこふれあいたいむ
（１０：３０～子育て総合センター）

（月）２３

グループ発表会
（１０：００～竹野子育てセンター）

（火）２４

（水）２５
絵本の読み聞かせ

（１０：３０～城崎子育てセンター）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（木）２６

子育てミニ講話
（１０：３０～日高文化体育館小ホール）

（金）２７

ひな人形展（９：３０～出石史料館、～４月７日）
第６回東井義雄賞いのちのことば入賞作品発
表会・記念講演会

（１３：３０～但東市民センターホ－ル）

（土）２８

小学生バレーボール教室（９：００～総合体育館））
第３６回日高地域スキー教室
（９：４０～神鍋高原スキー場万場ゲレンデ）

但馬天満宮学業成就合格祈願祭
（１０：００～但東町奥矢根）

春節祭（１１：３０～福住地区交流センター）

（日）１

ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）（月）２
節分・豆まき（１０：００～竹野子育てセンター）（火）３
年金・納付相談会

（１０：００～日高農村環境改善センター）
（水）４

町内、子育て支援団体との交流会
（９：４０～竹野地区公民館）

（木）５

（金）６
（土）７

元気ひだか　神鍋冬まつり
（１０：００～アップかんなべ中央ゲレンデ前）
出石地域こころをつなぐ市民集会

（１３：３０～出石文化会館ひぼこホール）
プラザ　シネマ・シネマ

（１４：００～、１９：００～豊岡市民プラザ）

（日）８

絵本の読み聞かせ
（１０：３０～日高文化体育館小ホール）

（月）９

わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）（火）１０
建国記念の日
プラザ　シネマ・シネマ

（１４：００～、１９：００～豊岡市民プラザ）

（水）１１

なかよしグングン広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
スナップｉｎきのさき

（１１：００～さとの湯イベント広場）

（木）１２

（金）１３
但馬地域夢会議－こころ豊かな地域をめざ
すたじまの仲間たち－

（１２：３０～日高農村環境改善センター）

（土）１４

第５４回サロンコンサート
（１３：００～豊岡市民プラザ）

（日）１５

税の申告相談（豊岡税務署ほか、～３月１６日）
手遊び・ダンスの会

（１０：３０～日高文化体育館小ホール）

（月）１６
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出石藩の往時を偲ぶ武家屋敷 

出石家老屋敷 出石家老屋敷 出石家老屋敷 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り １３ 

■所 在 地　豊岡市出石町内町９８－１ 
　　　　　　�５２－３４１６ 
■開館時間　９:３０～１７:００（入館は１６:３０まで） 
■休 館 日　年末年始（１２月２８日～１月４日）、展示替期間中 
■入 館 料　大人１００円、高校・大学生８０円、小中学生 無料 
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出石家老屋敷 

出石総合支所 
伊藤清永 
美術館 
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谷
山
川
 

内町 

八木 

本町 

P
P

P

Trademark of American Soybean Association

　長屋門とそれに続く白塀。石垣は、
出石城三の丸西門跡の櫓台です。

▲白塀と櫓台石垣

　屋敷の裏手には、正面からは見え
なかった隠し２階が確認できます。
隠し２階は、緊急時に屋根に脱出で
きる仕組みとなっていました。

▲隠し２階外観

「広報とよおか」は、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

▲教育委員会出石分室の
　大植　賢がご案内します。

　出石家老屋敷は、出石城三の丸跡の一角にあります。三の丸には、藩主
の居宅と政務の場所を兼ねた対面所と呼ばれる建物や上級武士の屋敷が
構えられ、周囲を内堀で囲まれていました。
　出石藩には、三家老の荒木家、仙石主計家、仙石式部家があり、ここはこの
うち仙石式部家の屋敷があった場所です。江戸時代の三大お家騒動の一つ
仙石騒動の時に、式部家の仙石左京はその中心人物として天保６年（１８３５年）
に処刑されました。この建物は、その後のものと考えられています。外観は、一
見平屋建てに見えますが、隠し２階があり、不意の襲撃に備えています。
　平成２年に江戸時代の家老職の住宅建物の公開と武具や大名行列の道具
を展示する資料館として開館しました。

　２階に上がった後に、階段を引き
上げて、天井板でふさぐことにより、
下から見ても２階があることに気付
かないような仕組みとなっています。

▲隠し２階階段
　２階座敷からは、丸窓を通して、
階段を上がって来る人を監視できる
仕組みとなっています。天井は低く、
刀を振り上げることはできません。

▲隠し２階

　毎年、１１月３日には、｢出石お城
まつり ｣が開催されます。子供大名
行列に使われる諸道具、槍振り用の
槍、お籠などを展示しています。

▲子供大名行列諸道具
　子供大名行列で、城主、家老、重
臣の子どもたちが着る衣裳も展示し
ています。

▲子供大名行列衣裳


